
《
釈
文
》

１
（
表
紙
）　

　
　

慶
応
四
戊

辰　

八
月　

改
之

　

年
代
日
記
諸
雑
録上

原
郷

　
　

矢
島
性

２
（
表
紙
裏
）

　
　

歳
代
日
記
覚
手
扣

３一
、
元
治
元
乙

丑
年
四
月
、
年
号
又
あ
ら
た

（
一
）

ま
り
、
慶
応
と
成
、

一
、
将
軍
様
四
月
十
二
日
御
出
府
、　

（
二
）

尾長
州
名
古
屋
之
御
城
ニ
五
月
迠

　
　

御
在
城
、
そ
れ
ゟ
大
坂
御
城
江
御

　
　

発
足
被
遊
候
よ
し
、
諸
大
名

　
　

御
旗
本
迠
拾
万
人
之
御
同
勢　
　
　

之
由
ニ
御
座
候
、
是
ハ
京
都
御
上
洛
之

御
人
数
也
、

一
、
閏
五
月
十
六
日
ゟ
、
雨
降
出
し
、　

（
三
）

昨
十
七
日
大
満
水
、
前
代
見

聞
之
出
水
、
九
頭
井
平
一
洞
（
同
）
本

瀬
ニ
相
成
、
大
木
、
橋
木
等
森
之

邊
ニ
而
溜
り
位
之
事
、
其
儘

十
六
日
ゟ
廿
八
日
迠
雨
降
續

其
寒
事
、
八
月
頃
陽
氣
ニ

ひ
と
し
、
土
用
廿
六
日
ニ
御
座
候
、

廿
九
日
ニ
天
氣
上
り
、
万
民
悦
ふ
、

米
直
段
、
拾
両
ニ
付
、
八
俵
迠
ニ

相
成
、
小
賣
四
合
五
夕
賣
御
座
候
、

村
分
切
口
九
ヶ
所
出
来
見
聞

之
大
あ
れ
ニ
候
、
其
外
山
々
沢
々

　
　

迠

４
　
　

山
祓
（
抜
）
有
之
、
人
家
流
出
、
女
人

小
（
子
）
供
所
ニ々
而
死
ス
、
當
年
四
月

九
頭
井
太
夫
矢
島
家
文
書
「
年
代
日
記
諸
雑
録
」

八
ヶ
岳
総
合
博
物
館　

古
文
書
研
究
会

は
じ
め
に

　

当
館
の
古
文
書
研
究
会
で
は
、九
頭
井
太
夫
矢
島
家
文
書
の
解
読
を
進
め
て
き
た
が
、平
成
27（
二
〇
一
五
）

年
に
主
な
史
料
の
解
読
が
終
了
し
た
の
で
、『
紀
要
№
24
』『
紀
要
№
25
』
に
お
い
て
「
万
代
家
職
覚
帳
」
の

解
読
の
成
果
を
掲
載
し
た
。

　

し
か
し
、
他
に
も
重
要
な
史
料
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
に
、
今
後
と
も
、
同
家
の
史
料
を
、
紀
要
に
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
は
、
幕
末
維
新
の
状
況
を
記
録
し
た
慶
応
四
年
八
月
「
年
代
日
記
諸
雑
録
」
を
取
り
上
げ
る
。

「
年
代
日
記
諸
雑
録
」
に
つ
い
て

　

本
史
料
を
著
し
た
の
は
、
文
中
の
記
述
か
ら
矢
島
庫
（
信
智　

～
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
七
月
十

日
没　

七
十
八
歳
）
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
、
諏
訪
地
方
の
状
況
や
、
官
軍
や

江
戸
幕
府
軍
の
動
向
、
九
頭
井
太
夫
家
周
辺
の
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
は
、
水
害
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
他
に
、
廃
仏
毀
釈
に
関
す
る
こ
と
、
神
道
葬
祭
に
関
す
る

こ
と
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
他
史
料
と
照
合
す
る
と
、
日
付
や
内
容
が
異
な
る
部
分
も
あ
り
、
矢
島
庫
が
伝
聞
な
ど
で
聞
い

た
と
こ
ろ
、
正
確
な
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
内
容
に
関
し
て
、
よ
り
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
簡
単
な
事
実
確
認
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

「
年
代
日
記
諸
雑
録
」
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り

　

本
稿
は
、
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
古
文
書
研
究
会
で
、
会
員
が
崩
し
字
か
ら
字
起
し
し
た
も
の
を
掲
載
し
て

い
る
。
ま
た
、
月
一
回
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
た
こ
と
を
基
に
し
て
、
柳
川
が
補
足
を
加
え
た
。
解
説
を

あ
わ
せ
て
掲
載
す
る
。

凡
例

・
目
録
番
号
、
資
料
番
号
は
、
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
『
紀
要
』
第
23
号
「
九
頭
井
太
夫　

矢
島
家
文
書
目
録
」

（
二
〇
一
五
）
の
掲
載
番
号
で
あ
る
。

・
釈
文
の
（
○
頁
）
と
あ
る
頁
番
号
は
、「
年
代
日
記
諸
雑
録
」
の
頁
番
号
で
あ
る
。

・
各
項
目
番
号
を
、
各
項
目
冒
頭
下
に
（
一
）
と
い
う
よ
う
に
、
括
弧
の
漢
数
字
で
示
し
て
い
る
。

・
年
月
日
は
す
べ
て
旧
暦
で
あ
る
。

古
文
書
研
究
会
会
員
名
簿

　

伊
藤　

博
夫　
　

岩
波　

吉
春　
　

片
山　

庄
次　
　

小
平　

正
八　
　

田
中　

生
浦

茅
野　

信
一　
　

原　
　

寿
樹　
　

平
林　

太
尾　
　

細
田　

岩
信　
　

宮
坂　

嘉
幸　
　

山
田　
　

昇　
　

柳
川　

英
司
（
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館　

学
芸
員
）

（
文
責　

柳
川
英
司
）　
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手
前
小
座
敷
普
請
ス
、
大
工

坂
之
安
太
郎
御
座
候
、

一
、
追
々
米
直
段
七
俵
迠
ニ
相
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
四
）

　
　

候
得
共
、
賣
買
無
之
、
中
ゟ
下
之

　
　

者
、
誠
ニ
當
惑
い
た
し
、
猶
又

　

雨
降
事
前
天
気
に
よ
り
一
日
、
二

　

日
置
ニ
降
候
、
月
替
六
月
十
五
日
ニ

　

雷
雨
ニ
而
、
一
日
少
々
ツ
ゝ
降
夜
の

　

八
ッ
頃
ト
思
し
き
頃
よ
り
大
風
吹

　

大
雨
汲
飜
す
如
く
、
明
六
ッ
迠

　
　

降
し
、
し
は
ら
く
の
間
ニ
前
の

　

通
り
同
水
ニ
相
成
、
九
頭
井
平
迠

　

本
瀬
ニ
相
成
、
十
七
日
も
晴
降
ニ

　
　

而
昼
頃
ゟ
、
少
々
ツ
ゝ
天
気
之
様
ニ

　

相
成
候
、

一
、
満
水
又
は
世
並
悪
敷
し
き
故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　

六
月
十
二
日
ゟ
大
宮
ニ
於
而
前

　
　

申
年
之
振
合
ニ
一
七
日
之
内
湯

　

神
奉
御
祈
禱
、
天
下
泰
平
、
五

穀
成
就
之
為
一
同
出
勤
い
た
し
ゟ
、

且
又
村
々
役
所
江
右
之
觸
い
た
し
ゟ

相
済
之
後
同
断
、
千
野
左
内
、
人
足
と

手
分
ニ
而
、
湯
手
拭
、
村
江々
遣
し
申
候
、

５慶
応
元
乙

丑
年
六
月
廿
七
日　

 

一
、
宮
田
渡
大
炊
之
尉
殿
、
服
（
腹
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
六
）

病
ニ
而
、
十
二
三
日
之
内
ニ
病
氣　
　

重
り
、
終
、
廿
二
日
夜
死
去
い
た
し
、

同
廿
三
日
、
宮
家
一
同
、
御
屋
敷

江
御
悔
申
上
候
、
同
廿
七
日
納

く
わ
ん
（
棺
）
に
相
成
候
、
席
順
、
手

前
共
ハ
、
五
官
祝
、
両
奉
行
、

次
ニ
仲
間
一
同
下
座
ニ
、
三
之
丸

御
名
代
納
官
（
棺
）
相
済
、
一
同
退

散
ニ
相
成
候
、
下
宿
花
森
方

ニ
而
、
仲
間
出
シ
合
ニ
而
、
酒
肴
認

い
た
し
候
、
退
散
之
次
ニ
納

官
（
棺
）
之
届
ニ
一
同
参
り
、
御
酒
被
下

そ
れ
ゟ
引
取
申
候
、

　

慶
応
元
乙

丑
年
六
月
廿
七
日

一
、一
同
出
棺
迠
ハ
、
廿
三
日
ゟ
七
日
迠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
　

為
御
手
傳
は
相
詰
罷
在
候
、

　
　

野
御
札
ニ
は
、
御
侍
弐
人
御
一
類
ニ
は

千
野
□
（
渡
か
）
殿
、
鵜
飼
林
蔵
殿

　
　

御
子
息
、
御
醫
師
壱
人
外
ニ

　

御
二
人
安
（
案
）
内
と
而
、
足
軽
金
子

　

又
七
、五
官
衆
次
ニ
私
シ
共
、
仲

　

間
、
其
ゟ
御
侍
斗
ニ
而
、
外
之
方

　
江
礼
ニ
参
り
申
候
、

６一
、
慶
應
二
丙

寅
年
五
月
大
水
有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　

所
々
大
あ
れ
ニ
御
座
候
、
七
月
十
五
日
ゟ

　
　

十
六
・
十
七
・
十
八
日
迠
大
ニ
寒
冷
、
作
物

　
　

お
く
れ
て
実
の
り
悪
し
、
矢
ヶ
崎
ゟ

　
　

上
、
茅
野
ゟ
上
、
山
浦
筋
大
き
き
ん
、

　
　

八
月
四
日
・
五
日
・
六
日
・
七
日
・
八
日
迠
大
雨
降
満
水
、

　
　

七
日
ニ
は
大
風
吹
、
甲
州
邊
見
筋
ゟ
山

　
　

浦
、
松
本
、
伊
奈
筋
大
あ
れ
、
大
木

　
　

宮
堂
家
居
迠
多
分
失
し
申
候
、

　
　

作
物
田
畑
共
ニ
吹
切
一
切
実
入
不
、

　
　

八
日
・
九
日
頃
ゟ
米
直
段
即
時
ニ
引
上
リ
、

　
　

四
俵
十
六
両
弐
分
迠
ニ
相
成
、
賣
一

　
　

切
無
之
相
成
、
城
下
は
不
申
ニ
及

　
　

大
騒
ニ
相
成
御
城
下
へ
は
、
上
ゟ
米
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
や
す
く

　
　

百
俵
被
下
、
百
文
ニ
付
弐
合
八
夕
賣

　
　

壱
軒
ニ
付
、
弐
百
文
ツ
ゝ
賣
出
し
申
候
、

　
　

十
七
日
・
十
八
日
ニ
は
、
松
本
や
く
わ
ん
や

　
　

神
林
庄
三
郎
外
ニ
壱
・
二
軒
焼
拂
、

　
　

ふ
ち
こ
ハ
し
、
大
騒
ニ
御
座
候
、
施
導
人

　
　

数
は
木
曽
の
者
ニ
御
座
候
よ
し
、

　
　

諏
方
ニ
而
は
、
御
上
ニ
而
十
八
日
夜
四
ッ

　
　

頃
、
塩
尻
峠
迠
陣
取
ふ
せ
く
よ
し
、

　
　

誠
前
代
見
聞
の
大
變
也
、
去
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
　

六
月
ゟ
、
将
軍
様
御
上
京
、
長
州

せ
い
ば
つ
（
征
伐
）
被
成
候
ニ
付
、
伊
々
（
井
伊
）
様
先

　
　

陣
、
榊
原
□
軍
い
た
し
候
、
是
又

　
　

国
中
大
騒
也
、
然
處
、
将
軍
様

　
　

御
病
氣
ニ
成
、
八
月
御
引
取

７

　
　

日
延
ニ
相
成
、
松
本
様
、
上
田
様
、
高

　
　

遠
殿
も
、
大
名
籏
本
皆
引
取
、

　
　

御
祝
義
有
之
よ
し
、
御
家
様
ハ
、

　
　

江
戸
内
楼
田
御
門
番
ニ
御
座
候

　
　

八
月
十
九
日
迠
右
条
々
右
之
通
り
、

一
、
将
軍
家
一
ッ
橋
慶
喜
殿
、
京　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
）

　
　

都
二
條
之
御
城
ニ
罷
有
候
よ
し
之

　
　

処
、
慶
應
三
丁

夘
年
極
月
廿
五
日

慶
應
四
年 　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
ニ
而
一
戦

□
□
年　

二
條
御
城
ゟ
上
洛
と
唱
御
出
立

四
月
二
日

御
用
務
大
名
ニ
は
會
津
、
桑
名
、

高
松
、
松
山
等
、
伏
見
表
へ
先
陣
、

　
　

官
兵
ニ
は
、
薩
州
、
長
州
、
藝
州

　
　

土
州
、
因
州
、
彦
根
通
る
不
通
と
之

　
　

口
論
よ
り
始
り
、
伏
見
・
鳥
羽
村

　
　
と
云
処
ニ
而
始
り
、
三
日
ゟ
七
日
迠

　
　

昼
夜
五
日
之
間
戦
ひ
候
よ
し
、

一
、
将
軍
職
之
儀
は
、
前
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

　
　

天
子
へ
差
上
、
猶
又
政
務
料
五

百
万
石
も
差
上
候
様
被
仰
出

罷
有
よ
し
、
同
三
年
江
戸
表
ニ
而

天
そ
う
寺
そ
ふ
御
役
御
免
ニ

相
成
候
よ
し
、
京
都
ニ
而
蟻
春

川
宮
様
被
仰
出
、
大
将
冠
（
く
わ
ん
）
ニ
為
成
候

よ
し
、
新
ニ
三
余
御
役
所
と
申
処

出
来
候
よ
し
、
三
余
御
役
所
へ
出
張
、

８
　
　

長
門
様
、
薩
摩
様
、
土
佐
様
二
人
宛

　
　

出
張
政
務
相
勤
候
よ
し
、
右
三
日
ゟ
之

　
　

合
戦
ニ
付
、
國
々
大
騒さ

わ
きニ
相
成
候
、
京

　
　

都
ニ
而
は
、
長
薩
因
土
近
藝
之
大
名

　
　

洛
中
相
箇カ

タ
メメ
、
往
来
等
壱
人
も
、
大
津

　
　

ゟ
内
へ
ハ
不
通
よ
し
、

一
、
京
都
三
余
御
役
処
ゟ
、
高
嶋
御
出
入　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
）

　
　

町
人
藤
井
長
右
衛
門
と
申
町
人
へ
御
下
知
、

　
　

因
幡
守
應ヲ

ゝ
シ
ン心
ニ
相
成
哉
、
如
何
と

　
　

有
、
幸
ひ
、
藤
井
ニ
林
麓ろ

平
、
藤
森

　
　

氏
罷
有
、
直
ニ
藤
井
蟻
春
川
宮
様
ヲ

　
　

古
し
ら
へ
、
先
觸
ヲ
出
、
は
や
打
ニ
而
林

　
　

氏
二
月
十
六
日
京
ゟ
、
廿
四
時
ニ
而
飛
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付
る
、
諏
訪
御
城
迠
附
人
足
軽
壱
人

　
　

小
十
人
壱
人
其
節
ろ
平
殿
へ
三
余

　
　

役
所
よ
り
申
付
、
ス
ワ
大
宮
へ
新
札

　
　

献
上
被
致
候
よ
し
、
申
来
る

一
、
諏
方
宮
ニ
而
色
々
評
議
致
し
候
処
、　

（
十
三
）

　
　

上
京
致
も
の
外
ニ
壱
人
も
無
、
廿
三
日

ニ
手
前
大
宮
呼
被
出
、
右
之
役
申

被
付
、
上
京
之
積
り
、
廿
八
日
与
相
定

居
候
処
へ
、
江
戸
ゟ
林
氏
、
又
當
城
へ

應
心
之
は
や
打
ニ
参
る
、
御
家
老

千
野
周
助
、
同
千
野
十
郎
兵
衛
、

林
氏
三
頭
ニ
而
廿
六
日
夜
、
林
氏

９
　
　

中
仙
道
へ
出
立
、
木
曽
藪
原
宿
迠

　
　

罷
越
候
よ
し
、
續
て
廿
七
日
早
朝
、
千
ノ

　
　

氏
両
人
、
下
ス
ワ
迠
罷
出
候
處
、
林
氏

　
　

中
せ
ん
道
ゟ
大
軍
来
る
噺
ニ
而
引

　
　

返
し
、
千
野
両
人
ニ
下
ス
ワ
ニ
而
御
噺

　
　

申
引
返
し
、
城
へ
返
り
、
大
騒
き
ニ
相
成
、

　
　

國
中
塩
尻
峠
ゟ
城
下
迠
、
道
筋

　
　

不
詰
等
致
、
城
下
ゟ
高
部
峠
分

　
　

杭
迠
、
雪
割
箒そ

う
じ除
美
々
し
く

　
　

致
ス
、
下
ハ
、
駒
沢
新
田
迠
口
々
三
筋

へ
御
迎
ひ
、
固ケ

イ

古
役
人
相
詰
る

よ
し
、

高
部
峠
ニ
は
千
野
新
左
衛
門
殿
、
足

軽
歩
兵
共
召
連
相
詰
居
る
、
新
井

村
役
人
弁
當
送
る
、
廿
八
日
林
氏
、

十
郎
兵
衛
、
周
助
殿
同
ニ々
而
、
伊
奈

海
道
發
足
致
し
候
よ
し
、

一
、
中
仙
道
筋
ニ
者
軍
勢
壱
万

　
　

余
と
云
事
、

一
、
下
海
道
ニ
は
、
軍
勢
四
万
人
程
と

（
十
四
）

岩
倉
侍
従

云
事
、
大
将
ニ
は
、
姉
ヶ
小
路
、
三
條

大
納
言
并
ニ
柳
原
侍
従
、
御
供
ニ
は

　
　

薩
摩
、
藝
州
、
因
州
、
彦
根
、
土

　
　

州
、
右
之
人
数
飯
田
迠
、
廿
八
日
朝

　
　

乗
込
よ
し
、
先
勢
百
四
五
拾
人

　
　

計
之
よ
し
、
追
々
飯
田
迠
来
る

よ
し
、
廿
九
日
ニ
今
た
本
勢
不
知

10

仁
和
寺
宮
様
、
有
春
川
宮
様

一
、
東
海
道
一
手
大
将
ニ
は
、
高
松
、
三
條　

（
十
五
）

　
　

柳
原
侍
従
殿

殿
之
よ
し
、
海
上
伊
豆
沖
邊
ニ
は

　
　

軍
舩
多
分
相
見
へ
候
よ
し
、

一
、
廿
八
日
夜
、
當
御
城
下
牡
丹
屋
孫

　
（
十
六
）

次
方
へ
二
人
泊
り
候
よ
し
承
る
処
、
長

州
藩ハ

ン

之
よ
し
、
直
ニ
町
役
人
へ
申
付

町
中
安
内
為
致
見
分
之
よ
し
、

一
、
大
宮
ニ
而
も
、
高
嶋
ゟ
御
沙
汰
有
之　
　
　

　
　

節
、
高
部
峠
ゟ
御
越
ニ
相
成
候
而
、
御

参
詣
も
難
計
存
、
宮
奉
行
ゟ

一
同
へ
御
沙
汰
有
之
、
直
ニ
参
籠

所
へ
相
詰
候
、
神
領
役
人
へ
も
申
付
、

人
足
引
連
、
御
宮
相
詰
る
、
七
日
・
八
日
両
日
、

明
神
様
ニ
於
、
焚
出
し
、
奉
行
ゟ
申
付

ニ
よ
つ
て
、
廿
七
日
夜
、
下
ス
ワ
参
籠

処
迠
手
前
人
足
壱
人
召
連
罷
越
、

若
御
参
詣
之
節
は
、
如
何
之
掛

合
ニ
参
り
、
下
宮
武
居
祝
申
ニ
は
、

若
御
参
詣
等
も
有
之
候
ハ
ゝ
、
高
嶋
ゟ

申
付
之
通
り
、
迎
ひ
送
等
は
、
鳥
居

迠
、
公
家
衆
ハ
、
奉
幣
な
し
、
出
迎

着ち
や
く
よ
う
用
ハ
、
は
ひ
ろ
又
は
一
ト
重
狩
衣
、

風
折　
鳥
帽
子

か
下
ハ
、
さ
し
貫ヌ

キ

無
刀
、
足
ハ
す
足
、
中

ぬ
き
草
履
冝
敷
様
申
、
扇
子

ニ
て
も
持
参
な
し
、
下
座
は
土
間
、

11
　
　

札
守
等
も
指
上
ス
、
若
御
沙
汰
有
之

　
　

候
ハ
ゝ
、
錦
之
御
掛
守
等
差
上
る
、
外

ハ
一
切
献
上
物
無
、
高
嶋
ゟ
申
付
之
通
り
ニ
致

約
定
候
、
神
前
ニ
は
新
ご
も
（
薦
）、
公
家
衆

神
拜
之
内
ハ
、
脇
ニ
下
座
之
事
、

一
、
高
嶋
よ
り
遠
見
足
軽
長
人
徒

（
十
七
）

　
　

士
、
中
仙
道
下
海
道
櫛
の
歯
ヲ
引

　
　

如
し
、
大
宮
ニ
て
も
、
左
之
通
り
中
仙

　
　

道
一
手
、
飯
田
迠
一
手
、
道
々
幾
手
も

　
　

差
出
ス
、
廿
九
日
ニ
本
噺
ハ
不
知
遠
見

　
　

不
帰
候
、
手
前
も
宮
廿
九
日
ニ
は
朝
出
、

　
　

昼
後
ニ
は
帰
り
申
候
、
用
事
有
之
候

　
　

得
は
、
直
ニ
宮
奉
行
よ
り
沙
汰
之
約

束
、

一
、
慶
応
四
戊
辰
年
四
月　

神
長
官
、
土　
　
　

（
十
八
）

　
　

橋
東
馬
、
長
坂
掃
部
上
京
致
し
、
同
五
月

　
　

帰
国
致
し
候
、
京
都
太
上
舘
ニ
於
被
仰

　
　

付
候
品
は
、
今
般
天
子
思
召
ら
れ
候
ニ
は
、

　
　

神
孫
御
國
ニ
候
得
は
、
往
古
ニ
立
帰
り

　
　

度
御
思
召
ニ
付
、
従　

太
上
舘
被
仰
渡
候
趣
、

　
　

諏
訪
宮
所
神
た
る
も
の
の
分
、
不
残

　
　

神
そ
ふ
被
仰
出
候
、
又
社
内
ト
仏
名
之

　
　

付
候
品
は
取
拂
可
申
様
、
堅
被
仰
渡
候
、

　
　

猶
又
右
之
訳
は
、
當
二
月
中
ニ
諸
國
へ

　
　

白
川
殿
、
吉
田
殿
よ
り
御
触
廻
り
申
候
、

一
、
辰
六
月
十
五
日
、
名
古
屋
海
道
よ
り
為　
　

（
十
九
）

12

勅
使
冨
入
部
ト
云
人
、
侍
三
人
召
連
、
草
履
取
壱

　
　

人
、
勅
使
は
加
（
駕
）
籠
、
侍
之
分
は
手
鎗
壱
本

ツ
ゝ
持
参
、
両
掛
壱
荷
、
高
遠
峠
よ
り
着
、

峠
は
山
之
神
迠
、
小
社
人
ト
上
下
ニ
而
出
迎
ひ
、

宮
代
官
は
藤
澤
迠
罷
出
候
よ
し
、
五
官

衆
は
峠
口
迠
出
迎
ひ
、
大
祝
屋
敷
へ

夕
七
ッ
頃
着
御
座
候
、
又
送
り
込
、
一
同
宮
田

渡
ニ
罷
有
候
処
、
勅
使
よ
り
申
聞
之
趣
承

處
、
今
般
太
上
舘
よ
り
被
仰
出
之
趣
、

五
官
衆
江
申
渡
し
置
候
間
、
被
承
候
様

と
申
候
故
、
一
同
屋
敷
ヲ
引
取
、

一
、十
七
日
、
勅
使
大
宮
江
参
詣
、
處
々
改
メ
之　

（
二
十
）

　
　

よ
し
、
十
六
日
高
嶋
へ
宮
田
渡
よ
り
申
懸
、

　
　

十
七
日
、
郡
奉
行
見
分
致
し
、
仲
間
一
同

　
　

大
宮
へ
相
詰
る
、
昼
頃
よ
り
夕
立
之
氣
色

ニ
相
成
、
九
ッ
半
頃
氷
降
、

一
、十
九
日
、
又
々
宮
方
へ
觸
廻
り
、
一
同
相
詰
る
、

（
二
十
一
）

　
　

勅
使
よ
り
扱
申
付
處
々
仏
号
取
拂
、

仲
間
一
同
并
我が

こ
ふ号
御
内
神
鉄て

つ
と
ふ塔

　
　

取
除
、
宮
奉
行
ハ
伊
籐
氏
、
長
坂
氏
、
宮
棟

　
　

梁
山
口
右
之
人
数
ニ
而
取
除
申
候
、
取
拂
之

　
　

場
所
十
一
ヶ
処
、
不
動
堂
、
薬
師
堂
護
麻

摩
堂
、
両
二
王
門
、
釈
加
（
迦
）
堂
、
観
音
堂
、
鐘

堂
、
ふ
け
ん
堂
、
五
重
塔
、
右
之
場
處
取

―72－



除
、
奉
行
ニ
は
、
郡
方
下
役
足
軽
弐
人
、
神
宮

寺
村
名
主
方
ニ
居
る
、

御
勅
使
よ
り
侍
三
人
出
張
、
人
足
遣
場
所
か
ら

取
こ
わ
さ
せ
度
申
付
候
得
共
、
人
足
壱

13
　
　

人
も
動
ず
、

一
、
廿
日
、
神
領
人
足
ニ
申
付
候
得
共
、
前
々
之
通
り                （
二
十
二
）

　
　

一
せ
う
動
ず
、
下
役
足
軽
共
ニ
致
迠
国
へ

　
　

引
取
、
廿
一
日
郡
奉
行
罷
出
人
足
遣
ひ
度
し

候
得
共
、
右
之
通
り
表
人
足
ニ
は
安
国
寺
村

新
井
村
、
田
部
村
、
真
茅
野
村
、
有
加
村

都
合
六
百
人
程
之
よ
し
、
勅
使
よ
り
今
日

中
ニ
取
拂
せ
候
様
申
付
置
、
勅
使
出
立
申
、

諏
訪
へ
罷
越
、
郡
奉
行
勅
使
ニ
願
ひ
、
秋

後
迠
日
延
ニ
相
成
候
、
取
拂
日
人
足
又
は

神
宮
寺
村
之
も
の
共
、
宮
方
悪
口
致
ス

事
言
語
ニ
騒
果
し
事
也
、

　
　
　
　
　

上
宮
奉
行

　
　
　

伊
藤
主
膳

　
　

長
坂
主
計

　
　
　
　
　

高
嶋
郡
奉
行

　
　
　

山
中
仲
次

　
　

高
山
四
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

郡
方
下
役　
　

　

壱
人

　
　
　
　
　

宮
番
足
軽

　
　
　

田
部
村

　
　
　

藤
森
貞
吉

　
　
　
　
　

上
原
村

　
　
　

土
橋
弥
右
衛
門

一
、
今
般
上
京
致
し
、
大
上
舘
よ
り
被　

仰
付　

                （
二
十
三
）

　
　

社
僧
之
分
、
士
ニ
相
成
候
様
被
仰
渡
、
げ
ん
そ

　
　
　
　
　
　
　

九
日

　
　

く
、
六
月
十
四
日
ス
ワ
着
、
神
宮
寺
、
如
法

　
　

院
、
法
花
寺
、
蓮
池
院
、
下
宮
ニ
而
は
、
神

宮
寺
、
三
清
寺
、
勧
正
寺
、
上
宮
ニ
同
断
、

　

○
別
ニ
印
、
宮
方
仏
号
取
拂
義
六
ヶ
敷
く

　
　

相
成
候
も
、
第
一
番
ニ
神
宮
寺
村
申
出
し
不

14
　
　
　

賢
堂
無
之
而
は
、
神
宮
寺
村
不
相
立
、
暮
方

　
　
　
ニ
差
支
可
申
と
云
立
、
上
金
子
村
名
主
三
郎

　
　
岩
右
衛
門

　
　
　

右
衛
門
と
云
も
の
騒
立
、
悪
口
申
觸
、
勅
使
は

似ニ
セ
モ
ノ

者　
贋ニ

セ
モ
ノ
　
　

に
せ
も
の
な
そ
と
唱
へ
、
宮
方
之
者
打

　
　
　

殺
な
ど
と
申
立
候
、
其
内
ニ
十
八
ヶ
村
へ
三
郎

　
　
　

右
衛
門
觸
ヲ
廻
し
、
段
々
廿
五
ヶ
村
ニ
相
成
、
高

　
　
　

嶋
へ
願
立
、
取
拂
之
儀
ハ
秋
後
迠
之
日

　
　
　

延
ニ
相
成
候
、 

葬

○
一
、
又
宮
方
ニ
而
神
そ
ふ
祭
訳
色
々
申
居
候　
　
　
　
　
（
二
十
四
）

　
　
　

内
ニ
大
市
死
去
致
し
、
是
又
村
方
ニ
而

　
　
　

見
舞
之
事
ニ
付
、
六
ヶ
敷
相
成
、
仲
間

　
　
　

一
同
三
日
之
間
打
寄
、
漸ヨ

ウ

々
相
定
り
、

　
　
　

神
そ
ふ
ニ
致
ス
、
祭
主
千
ノ
式
部
、
前

　
　
　

勤
メ
矢
崎
右
内
、
同
増
沢
数
馬
、
日
限
、

　
　
　

五
月

○
一
、七
月
八
日
夕
、
横
内
村
矢
嶋
文
吾
ば
　ゝ

 　
　
　
　
（
二
十
五
）

　
　
　

死
去
致
し
候
處
、
隣
家
者
共
取
計
ニ

　
　
　
　
　

テ
、
右
之
通
寺
へ
頼
ミ
明
九
日
四
ッ
半
之
取　
　

　
　
　

置
相
定
メ
申
来
り
、
手
前
方
へ
新

　
　
　

宅
忰
保
蔵
、
隣
家
之
万
五
郎
と
云
も
の

　
　
　

二
人
ニ
而
参
り
、
右
之
趣
申
ニ
付
、
寺
ヲ
止

　
　
　

さ
せ
、
宮
奉
行
へ
式
部
ヲ
遣
し
候
処
、

　
　
　

未
タ
郡
奉
行
ゟ
し
か
と
被
申
付
も
、
定
メ

　
　
　

兼
居
候
間
、
式
部
、
郡
奉
行
所
へ
相
届
ヶ

　
　
　

可
申
様
被
申
、
高
嶋
へ
頼
出
候
處
、
奉
行

　
　
　
ニ
は
被
申
趣
、
此
度
之
處
は
、
取
定

　
　
　
ニ
も
成
兼
居
候
間
、
先
右
之
通
、
仏
そ

　
　
　

ふ
可
然
、
其
内
ニ
は
定
り
ニ
も
成
べ
く

　
　
　

哉
と
申
よ
し
故
、
又
々
頼
岳
寺
ヲ
頼
、

　
　
　

仏
そ
ふ
、
ニ
致
し
、
十
一
日
取
置
ニ
成
候
、
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仲
間
一
同
、
文
吾
宅
へ
手
前
服
ニ
而
寄

合
二
日
致
し
居
る
、

一
、七
月
廿
日
、
御
射
山
精
進
入
之
祓
ニ
参
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

      （
二
十
六
）

　
　

處
、
宮
田
渡
屋
敷
役
処
ニ
而
土
橋

　
　

東
馬
殿
、
役
人
二
は
矢
沢
、
右
二
人
ニ
而
申
候

　
　

は
、
昨
日
小
町
屋
式
部
方
へ
、
申
遣
置
候
得

　
　

共
、
一
同
之
處
ハ
如
何
神
そ
ふ
祭
之
義

　
　

別
ニ
先
ニ
大
宮
ニ
而
申
達
し
之
通
り
以

　
　

變
（
異
変
）
無
之
哉
と
尋
候
ニ
付
、
手
前
申
達
ス
、

　
　

右
仰
之
通
り
、
一
同
相
談
不
致
共
、
以
變

　
　

申
者
無
之
存
候
間
、
頼
之
通
り
早
御
取

　
　

極
ニ
相
成
候
様
、
奉
願
上
候
と
申
、
右
ニ
付
、

　
　
よ
ふ
續
々
名
面
書
出
し
、
郡
奉
行
処
へ
差
出
ス
、

　
　

廿
一
日
、
右
ニ
付
、
一
同
不
打
寄
ニ
仕
舞
申
候
、

　
　

宮
方
一
同
神
そ
ふ
祭
名
面
、
宮
田

　
　

渡
ニ
於
は
小
社
人
之
分
不
残
神
子
、

八
乙
女
迠
名
面
書
出
し
成
ル
、
七
月
廿
一
日

　
　

 

葬ソ
ウ

一
、
又
神
そ
ふ
祭
頼
消
ニ
相
成
候
上
は
、
銘
　々

　
　

右
之
寺
々
へ
も
御
社
頭
役
ニ
御
届
ヶ
被
下

　
　

度
と
存
候
と
申
ニ
付
、
宮
田
渡
ニ
於
も

　
　

承
引
致
し
、
此
方
よ
り
寺
々
へ
届
ヶ
致

　
　

約
定
御
座
候
、

□
一
、八
月
朔
日
従
雨
降
出
し
、
二
日
三
日
四
日
五
日
と
降
（
二
十
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
た
つ
渕

續
き
、
出
水
大
變
ニ
成
、
留
之
丞
田
前
切
口
ニ
成
ル
、

　

右
ニ
付
、
米
直
段
等
茂
引
上
、
弐
駄
十
二
・
三

　
　
　

両
与
云
迠
ニ
相
成
候
、
六
日
ニ
漸
々
天
気
上
り

　
　
　

日
和
ニ
相
成
候
、

△
一
、
若
殿
京
都
従
七
月
廿
七
日
立
ニ
而
帰　
　
　
　
　
　
（
二
十
八
）

　
　

國
被
成
、
八
月
六
日
下
之
諏
訪
宿
泊
り
、

16
　
　

十
日
道
中
ニ
而
、
七
日
城
着
ニ
相
成
申
候　
　

一
、
若
殿
儀
、
右
之
処
出
坐
ニ
付
、
大
田
渡
ニ
而
川
溜
、

　
　

十
日
、
下
諏
訪
宿
泊
り
、
十
一
日
城
着
ニ
成
ル
、

　
　

此
度
は
入
部
ニ
而
入
由
承
る
、

　
　
　

明
治
二
己

巳
年

一
、
正
月
廿
日
、
大
宮
参
籠
所
ニ
於
申
渡
し
候　
　
　
　
　
（
二
十
九
）

　
　

覺　
　

伊
奈
兼
様
従
被
仰
付
之
趣
は
、

　
　

守
屋
玄
藩
（
蕃
）、
大
祝
名
代
宮
嶋
浪
江
両
人

　
　

被
仰
付
候
、
西
ニ
而
も
右
之
通
り
被
仰
出
候
、

　
　

西
京
ニ
而
矢
嶋
左
京
、
土
橋
主
税
、
高
嶋

　
　

御
留
守
居
諏
訪
四
郎
左
衛
門
両
方
共
ニ
御

　
　

呼
出
し
ニ
成
、
右
之
通
り
神
葬
祭
并
ニ
、
宗

　
　

門
之
儀
、
被
仰
渡
候
よ
し
、
正
月
廿
日
、
右

　
　
ニ
於
、
大
祝
并
ニ
五
官
、
両
奉
行
、
宮
奉
行

　
　
ニ
而
申
渡
候
、
社
家
之
分
ハ
、
不
残
神
葬
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ニ
成
候
、
又
神
葬
之
分
ハ
、
宗
門
一
札
無
之
相
止
メ
、

神
領
百
姓
、
町
人
共
ハ
、
不
残
宮
奉
行
ニ
而

立
合
、
宗
門
改
メ
伊
奈
兼
様
へ
差
出
ス

よ
し
申
付
り
候
、
又
家
社
之
分
ニ
而
も

佛
葬
致
度
者
は
、
百
姓
同
様
宗
門

差
出
事
之
よ
し
、
右
之
條
々
堅
ク

相
定
り
候
、

一
、
又
昨
年
之
夏
中
従
、
は
い
仏
ニ
付
、
郡
中

（
三
十
）

　
　

一
同
宮
方
之
者
、
悪
し
く
申
立
、
頭
郷

　
　

十
五
ヶ
村
相
談
致
し
、
三
月
祭
り

17
　
　

御
頭
之
儀
止
度
ニ
付
、
高
嶋
へ
頼
出
し
、　

　
　

太
古
之
通
り
百
両
ニ
而
萬
事
懸
は
な
し

ニ
致
度
頼
候
処
、
高
嶋
ニ
而
も
、
御
一
心
ニ

よ
つ
て
、
左
様
之
義
者
、
御
取
上
ニ
は

な
ら
ず
、
頭
郷
難
渋
ニ
候
ハ
ゝ
、
御
頭
之

義
は
、
右
之
通
り
本
郷
并
ニ
枝
村
役
人

共
、
打
寄
、
酒
喰
之
義
ヲ
成
丈
け
ん
や

く
致
様
被
申
付
候
様
ニ
申
立
候
得

共
、
右
之
通
り
當
年
番
御
頭
小
坂
村
、

廿
八
日
、
野
出
し
祭
り
も
、
右
之
通
、
猶
々

念
入
ニ
供
物
等
も
相
成
申
候
、
懸
り
村

役
人
共
人
足
迠
、
是
ハ
、
腰
弁
当
ニ
而

相
詰
申
候
、
高
嶋
出
役
、
足
軽
壱
人

當
村
土
橋
善
助
参
り
候
、

一
、
伊
奈
兼
北
小
路
中
務
大
夫
様
従

（
三
十
一
）

　
　

被　

仰
渡
候
條
、
信
州
一
ノ
宮
義
は
、

　
　

朝
廷
よ
り
、
兵
士
被
仰
付
、
一
小
儀
仰
付

　
　

ら
れ
候
、
正
月
廿
五
日
、
大
宮
ニ
而
申
談
ス
所
、
如
何

　
　

哉
延
引
ニ
相
成
居
申
候
、

一
、
明
治
元
辰
年
極
月
廿
日
頃
、
西
京
大

　
（
三
十
二
）

　
　

政
舘
へ
天

テ
ン
ノ
カ
ワ

の
川
の
郷
士
と
云
も
の
有
之

　
　

よ
し
、
何
欤
不
定
之
儀
有
之
哉
、
七

百
人
程
申
合
せ
、
太
政
官
へ
切
込
、
太
政

官
御
役
人
出
頭
ヲ
害
殺
致
し
、
頭

打
取
持
参
致
し
候
よ
し
、
其
節
ニ

18
　
　

太
政
官
ニ
於
も
、
召
死
六
七
人
も
有
之
由

　
　

切
込
ミ
候
人
数
之
内
ニ
而
も
、
同
人
数
位

　
　

之
よ
し
、
五
人
首
持
参
之
者
行
方
不

　
　

知
之
よ
し
、
明
治
二
己

巳
年
正
月
下
旬
、

　
　

諸
国
へ
御
触
廻
り
、
人
相
書
廻
る
、
其

　
　

従
後
ニ
天
の
川
郷
士
よ
り
、
太
政
官
へ

　
　

願
出
し
、
申
合
人
数
名
書
致
し
一

　
　

人
不
残
願
出
、
右
之
強
尊
之
申
訳

　
　

又
ハ
、
罪
之
次
第
言
上
致
ス
よ
し
、
右

　
　

数
人
百
姓
計
ニ
無
之
よ
し
、
藩
中

　
　

半
分
位
は
有
之
よ
し
、
因
州

　
　

土
州
、
長
州
、
尾
州
、
薩
州
、
彦
根

　
　

駿
州
等
之
藩
之
よ
し
聞
へ
候
、

一
、
巳
二
月
廿
七
日
、
宮
田
渡
屋
敷
ゟ

（
三
十
三
）

　
　

觸
出
し
、
神
葬
祭
之
者
ハ
申
ニ

　
　

不
及
、
百
姓
共
迠
、
宗
門
一
札
無
之

　
　

様
申
被
渡
、
人
別
名
前
年
書
等

一
札
ニ
致
し
、
一
社
中
宮
田
度

へ
差
出
し
屋
鋪
ニ
於
而
京
都
へ

送
り
、
手
前
共
、
仲
間
一
同
、
廿
七
日
ニ
出
ス
、

廿
九
日
ニ
印
形
持
参
、
行
政
官
へ

差
出
ス
、
一
札
右
書
出
し
候
一
札
之
通
り
、

宮
田
渡
ニ
而
認
、
一
同
ニ
京
都
へ
出
ス
、

印
お
し
ニ
参
り
候
、
廿
九
日
、
卅
日
ニ
出

立
、
田
沢
村
神
主
藤
森
伊
豫
之

19
　
　

助
ニ
御
座
候
、

一
、二
月
中
旬
頃
よ
り
、
當
社
ニ
於
も

（
三
十
四
）

　
　

國
学
門
所
相
立
、
瀧
の
前
御
茶

　
　

屋
ニ
於
而
始
る
、
先
生
ハ
東
京
在
人
之

よ
し
承
り
候
、
一
社
一
同
出
度
も
の
ハ

願
出
し
、
学
問
致
而
冝
敷
申
渡
し

御
座
候
、

一
、
右
同
月
聞
届
ヶ
、
手
前
末
家

（
三
十
五
）

　
　

上
原
金
太
夫
貞
道
ト
云
人
ノ
末
孫
、
上
原
平

　
　

蔵
ト
云
し
人
、
當
巳
年
よ
り
十
年
計
以
前

ニ
、
手
前
方
被
参
、
手
前
方
ヲ
本
家

之
由
申
来
り
、
其
後
手
前
も
甲
府

代
官
町
竹
屋
之
向
角
ニ
居
候
間
、

尋
ね
参
り
世
話
ニ
相
成
候
、
其
節
も

様
々
談
し
、
先
祖
之
景
図
た
ら
し

度
申
候
よ
し
被
申
候
、
其
儘
打
過
キ
、

　

昨
辰
年
ニ
至
り
、
官
軍
ニ
而
甲
府
城

　

受
取
候
節
、
甲
府
出
立
、
江
戸
表
へ
参
り
、

　

又
田
安
亀
之
助
殿
、
徳
川
之
跡
名
ヲ
仰

　

被
付
、
駿
河
國
府
中
へ
御
引
授
り
ニ
成
候

　

節
、
御
供
ヲ
願
、
當
巳
二
月
承
り
ニ
府
中
ニ

　

罷
居
る
よ
し
、
幸
便
ニ
よ
つ
て
申
越

　

候
、
只
四
人
扶
持
ニ
而
相
勤
メ
居
る
よ
し
、
千
石

　

弐
人
扶
持
之
割
ニ
而
當
し
相
定
る
よ
し　

　

又
承
る
、
出
羽
庄
内
之
城
主
酒
井
左
馬

尉
殿
、
國
郡
京
都
ニ
而
御
引
上
ニ
付
、
父

子
共
ニ
徳
川
亀
之
助
殿
江
随
分
ニ
成

20
　
　
　

駿
府
久
能
山
御
社
番
被
仰
付
、
父
子
ニ
而
九

　
　
　

人
扶
持
た
ま
わ
り
、
只
今
相
勤
メ
居
る
よ
し

ニ
御
座
候
、

△
一
、
宮
惣
代
と
し
て
昨
辰
年
九
月
従
上
京

　
（
三
十
六
）

致
し
居
り
候
、
土
橋
税
レ
主
、
矢
嶋
左
京
殿
、

當
巳
年
ニ
成
、
三
月
上
旬
ニ
守
屋
宮
内
殿
上

京
致
し
候
、
間
も
な
く
天
子
東
京
江

御
行
、
三
月
廿
八
日
、
西
京
御
發
足
ニ
相
成
候

よ
し
、
三
月
廿
九
日
ニ
西
京
従
、
當
社
へ

飛
脚
至
来
、
是
ハ
田
沢
村
稲
荷
神
主

藤
森
伊
豫
之
助
、
宮
田
渡
役
人
原
田
友

吉
両
人
被
参
候
ハ
、
矢
嶋
左
京
殿
義
、
三
月

十
五
日
祇
園
之
祭
禮
有
之
被
参
候
處
、

俄
腹フ

ク
ツ
ウ痛

致
し
、
十
六
日
死
去
致
候
よ
し

申
参
り
候
、
死
骸
之
義
は
、
直
ニ
神
葬
祭
ニ

致
し
候
よ
し
、
飛
脚
之
者
直
ニ
引
返
し
上
京

い
た
す
、
着
次
第
不
残
引
取
ニ
相
成
ル
は
づ
候
、

一
、
天
子
東
京
江
御
着
ニ
相
成
、
西
御
丸
ニ
被
為
入
候　
　
（
三
十
七
）

よ
し
、
諸
大
名
江
戸
へ
相
詰
る
、
右
御
供
人
数
ハ

大
名
御
公
家
方
弐
百
頭
余
、
御
供
致
し
、
東
京

へ
御
着
之
よ
し
、
そ
れ
よ
り
奥
州
箱ハ
コ
タ
テ竪

江
大
名
被
仰
付
、
浪
士
退
治
ニ
出
陣
致
ス
よ
し
、
悪
人

数
多
分
之
よ
し
御
座
候
、

○
一
、
矢
嶋
泰
輔
殿
内
方
や
く
死
去
致
し
、
始
而　
　
　
　
（
三
十
八
）

　
　
　

神
葬
祭
ニ
成
候
て
、
取
行
ひ
候
、
祭
主
ニ
は
手
前

　
　
　

父
矢
嶋
主
水
被
頼
、
葬
祭
致
ス
、
四
月
十
二
日

　
　
　

是
従
宮
方
不
残
神
葬
祭
ニ
御
座
候
、

　
　
　

明
治
元
己

巳
年
従
、
始
る
、
是
ハ
天
子
直
御
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支
配
ニ
相
成
候
故
、
日
本
中
ニ
而
、
十
四
社
右
同

　
　
　

断
之
よ
し
、

一
、
若
殿
東
京
江
發
足
、
三
月
七
日
立
、
六
日
道
（
三
十
九
）

　
　
　

中
ニ
而
、
供
人
小
人
数
ニ
而
参
る
、

21
一
、
今
般
御
一
心
ニ
付
、
天
廷
従
被
仰
出
、
諸
國
（
四
十
）

　
　
　
江
御
触
廻
り
、
當
城
主
ニ
於
も
郡
中
へ
不
残

　
　
　

觸
、
柳
口
へ
学
舘
立
、
社
人
、
僧
、
百
姓
、
町
人
共
ニ
至

　
　
　

迠
、
秀
心
之
も
の
ハ
、
願
出
し
、
八
才
従
ハ
、
國
学

　
　
　

為
致
候
、
明
冶
元
巳
年
四
月
始
る
、

□
一
、
當
村
追
分
彦
之
丞
忰
、
磯
右
衛
門
与
申
者
、
十
（
四
十
一
）

　
　

年
以
前
従
、
武
藝
ニ
心
掛
有
之
、
夘
年
よ
り

　
　
　

江
戸
表
罷
出
、
千
葉
周
作
之
處
へ
入
込
、
釼

　
　

道
専
ニ
致
し
居
り
候
處
、
将
軍
家
御

　
　
　

引
上
ヶ
ニ
相
成
候
ニ
付
、
不
籏
本
浪
人
ニ
成
り
、
磯
右

衛
門
義
、
尾
州
へ
手
引
ヲ
以
、
御
召
抱
ニ
相
成
、

　
　

天
子
ニ
而
日
本
鎮
撫
之
節
、
尾
州
人
数
ニ

　
　

成
、
磯
右
衛
門
越
後
へ
繰
出
し
、
引
返
し
、
又
江

戸
従
奥
州
口
へ
繰
込
ミ
、
會
津
迠
被
参
候

よ
し
、
右
之
節
、
首
尾
能
帰
国
致
し
候

ニ
付
、
加
増
有
、
五
十
俵
金
五
十
両
と
相
成
候
よ
し
、

明
治
元
巳
年
三
月
上
旬
ニ
當
村
江
被
参
、　

　
　

田
畑

家
財ザ

イ

家
迠
売
拂
ひ
、
金
子
持
参
、
家
内

不
残
引
連
、
尾
州
へ
引
越
申
候
、
當
城
主

よ
り
、
尾
州
添
書
ヲ
以
、
御
暇
願
ひ
、
尾
州
之
藩

ニ
成
候
、
将
儀
隊
と
云
組
之
よ
し
。

（
上
段
文
字　
「
北
原
磯
右
衛
門
出
性
之
訳
」）

△
一
、
明
治
二
巳
年
五
月
廿
二
日
英ア

メ
リ
カ國
人
通
行
、（
四
十
二
）

東
京
旗ハ

タ

本
衆
付
添
何
も
馬
上
ニ
而

唐
人
五
人
、
旗
本
衆
十
五
・
六
人
、
馬
別
當
壱

人
ツ
ゝ
ま
か
な
ひ
方
色
々
、
人
数
弐
十
五
、六

人
ニ
而
上
ノ
ス
ワ
泊
り
、
蔦
木
弁
當
ニ
而

行
候
、

22
　
（
白
紙
）

23
（
裏
表
紙
裏
）

　
（
白
紙
）

24
（
裏
表
紙
）

　
（
白
紙
）

《
解
説
》

一
、
改
元
の
こ
と

元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
か
ら
慶
応
元
年
へ
の
改
元
は
、四
月
七
日
。

「
元
治
元
乙
丑
年
」
と
あ
る
が
、「
元
治
二
乙
丑
年
」
の
誤
り
。

二
、
将
軍
徳
川
家
茂
、
上
洛
の
こ
と

将
軍
様
・
・
・
徳
川
家
茂
（
一
八
六
四
―
一
八
六
六
）。
江
戸
幕
府
第

十
四
代
将
軍
。

徳
川
家
茂
が
京
都
へ
向
か
う
た
め
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
四

月
十
二
日
に
江
戸
を
出
発
。
五
月
ま
で
尾
張
藩
名
古
屋
城
に
在
城
し
、

そ
れ
か
ら
、
大
阪
城
へ
出
発
し
た
。
諸
大
名
・
旗
本
の
十
万
人
の
大
軍

勢
で
、
京
都
へ
上
洛
し
た
。

こ
の
記
事
は
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

実
際
は
、
四
月
十
二
日
に
尾
張
藩
主　

徳
川
茂
徳
が
先
手
総
督
に
、

紀
州
藩
主　

徳
川
茂
承
が
副
総
督
に
任
命
さ
れ
、
徳
川
家
茂
は
閏
五
月

十
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
二
十
二
日
に
参
内
し
て
い
る
。

三
、
諏
訪
地
方
大
満
水
の
こ
と

九
頭
井
平
・
・
・
九
頭
井
神
社
周
辺
だ
と
思
わ
れ
る
。

直
段
・
・
・
値
段

諏
訪
地
方
に
起
き
た
大
雨
の
記
述
で
あ
る
。

閏
五
月
十
六
日
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
昨
日
の
十
七
日
か
ら
大
満

水
（
大
洪
水
）
と
な
り
、
前
代
未
聞
の
出
水
だ
っ
た
。
九
頭
井
平
一
帯

が
、
上
川
の
本
流
並
み
の
深
さ
と
な
り
、
大
木
・
橋
木
な
ど
が
森
の
辺

り
に
溜
ま
っ
た
。「
森
之
辺
」
が
不
明
だ
が
、
九
頭
井
神
社
と
上
川
付

近
に
森
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
頭
井
神
社
の
社
叢
で
あ
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
雨
が
降
り
続
き
、
八
月
頃
の
気
候
と

同
じ
よ
う
で
、
非
常
に
寒
冷
だ
っ
た
。
旧
暦
の
八
月
は
、
新
暦
の
九
月

頃
な
の
で
、
秋
の
気
候
と
同
じ
と
い
う
こ
と
か
。
こ
れ
が
、
暑
い
土
用

二
十
六
日
の
状
況
だ
っ
た
。

二
十
九
日
に
や
っ
と
天
気
が
回
復
し
た
。

し
か
し
、
天
候
不
順
に
よ
り
米
価
が
値
上
が
り
し
、
八
俵
が
十
両

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
四
合
五
勺
で
小
売
り
と
し
た
。
米
価
が
高
騰
し
た

の
で
、
四
合
五
勺
単
位
で
販
売
し
た
と
い
う
意
味
か
。　

切
口
が
九
カ
所
で
き
た
こ
と
が
前
代
未
聞
の
大
荒
れ
だ
っ
た
。
山

崩
れ
も
起
こ
っ
て
い
る
。人
家
は
流
出
し
、女
性
や
子
供
の
死
者
が
所
々

で
出
た
と
い
う
。

こ
の
後
、
九
頭
井
太
夫
矢
島
家
の
私
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
小
座

敷
の
普
請
を
行
い
、
大
工
は
坂
の
安
太
郎
だ
っ
た
。

四
、
再
び
満
水
の
こ
と

夜
の
八
ッ
頃
・
・
・
午
前
二
時
頃

　

天
候
不
順
に
よ
り
、
米
価
が
七
俵
で
十
両
と
な
り
、
よ
り
高
騰
し
た
。

米
の
売
買
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
生
活
レ
ベ
ル
が
中
下
級
の
人
々
は
、

当
惑
し
て
い
た
。

　

雨
は
、
一
日
か
二
日
お
き
に
降
り
、
六
月
十
五
日
に
は
雷
雨
と
な
り
、

午
前
二
時
頃
か
ら
大
風
雨
と
な
っ
た
。
翌
午
前
六
時
頃
ま
で
降
り
、
閏

五
月
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
一
面
本
流
の
よ
う
に
な
っ
た
。
十
七
日
に

は
晴
れ
、
昼
頃
か
ら
天
気
が
回
復
し
て
き
た
。

五
、
天
下
泰
平
・
五
穀
成
就
の
祈
禱
の
こ
と

千
野
左
内
・
・
・
不
明
。
神
職
の
一
つ
か
。

　

洪
水
や
世
情
不
安
の
た
め
、
六
月
十
二
日
か
ら
上
社
本
宮
で
、
七
日

間
の
祈
禱
が
行
わ
れ
た
。
天
下
泰
平
、
五
穀
成
就
の
た
め
、
上
社
に
関

わ
る
神
職
は
、
す
べ
て
出
勤
し
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
村

の
役
所
へ
触
を
し
、
木
津
終
了
後
も
同
じ
く
触
を
出
し
た
。
千
野
左
内

は
、
人
足
と
手
分
け
を
し
て
、
湯
手
拭
を
村
々
へ
配
布
し
た
。

六
、
大
祝
諏
方
頼
武
死
去
の
こ
と

宮
田
渡
・
・
・
大
祝
屋
敷
の
あ
る
場
所
。
大
祝
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

大
炊
之
尉
・
・
・
大
祝
諏
方
頼
武
。
安
丸
、
の
ち
大
炊
允
。
霞
朝
。
室

は
千
野
貞
允
女
。

手
前
共
・
・
・
九
頭
井
太
夫
が
属
す
る
上
社
神
楽
役
の
こ
と
。

五
官
祝
・
・
・
諏
訪
上
社
の
神
職
。
神
長
官
守
矢
氏
、
祢
宜
太
夫
守
屋

氏
、
権
祝
矢
島
氏
、
擬
祝
伊
藤
氏
、
副
祝
長
坂
氏
。

両
奉
行
・
・
・
諏
訪
上
社
の
神
職
。
花
岡
氏
と
矢
島
氏
。

仲
間
・
・
・
こ
こ
で
は
上
社
神
楽
役
の
事
。

花
森
・
・
・
諏
訪
上
社
の
神
職
の
一
か
。

　

慶
応
元
年
六
月
二
十
二
日
夜
に
、
諏
方
頼
武
が
腹
の
病
気
で
死
去
し

た
。

　

六
月
十
二
、十
三
日
頃
か
ら
病
気
が
重
な
り
死
に
至
っ
た
。
二
十
三

日
に
、
神
社
関
係
者
一
同
、
大
祝
屋
敷
へ
御
悔
や
み
に
行
き
、
二
十
七

日
に
納
棺
だ
っ
た
。

　

席
順
は
、
五
官
祝
、
両
奉
行
の
次
に
九
頭
井
太
夫
が
属
す
る
。
神
楽

役
だ
っ
た
。
下
座
に
、
三
の
丸
名
代
が
座
っ
た
。

　

納
棺
終
了
後
、
一
同
退
出
し
、
神
楽
役
の
仲
間
た
ち
が
出
し
合
っ
て

直
会
を
行
っ
た
。
直
会
後
、
納
棺
の
届
に
行
き
、
こ
こ
で
酒
が
下
さ
れ
、

一
同
引
き
取
っ
た
。

　

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、「
宮
田
渡
一
条
之
留
」（
守
矢
文
書　

目
録

八
二
四
）
に
詳
し
い
。

七
、
大
祝
諏
方
頼
武
出
棺
の
こ
と

千
野
□
殿
・
・
・
諏
方
頼
武
の
義
父
で
あ
る
千
野
貞
允
か
、
関
係
者
か
。

諏
方
頼
武
の
後
継
者
は
、
千
野
修
弼
貞
炳
の
子　

諏
方
頼
崇
。

鵜
飼
林
蔵
殿
・
・
・
鵜
飼
鏻
蔵
。
室
は
諏
方
内
蔵
助
頼
壽
女
。
頼
壽
は
、
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頼
武
の
父
。

出
棺
ま
で
の
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
は
、
手
伝
い
の
た
め

に
大
祝
屋
敷
に
詰
め
た
。

「
野
」
御
礼
に
は
、
御
侍
二
人
、
御
一
類
に
は
千
野
殿
、
鵜
飼
鏻
蔵

殿
御
子
息
、
御
医
師
一
人
の
他
に
二
人
、
案
内
と
し
て
足
軽
金
子
又
七
、

五
官
祝
の
次
に
神
楽
役
、
そ
の
他
の
人
々
へ
礼
に
参
っ
た
。「
野
御
礼
」

と
は
、
野
辺
送
り
の
御
礼
と
言
う
こ
と
か
。

八
、
飢
饉
・
木
曽
騒
動
の
こ
と

矢
ヶ
崎
・
・
・
茅
野
市
本
町
東
・
西

茅
野
・
・
・
茅
野
市
宮
川
茅
野

山
浦
筋
・
・
・
八
ヶ
岳
山
麓
部

甲
州
邊
見
筋
・
・
・
山
梨
県
韮
崎
市
と
北
杜
市
の
八
ヶ
岳
山　
　
　

麓

部
松
本
や
く
わ
ん
や
神
林
庄
三
郎
・
・
・「
や
く
わ
ん
や
」
に
つ
い
て
は

不
明
だ
が
、
神
林
は
筑
摩
郡
上
神
林
村
（
松
本
市
大
字
神
林
）
の

こ
と
で
、
庄
三
郎
は
、
野
口
庄
三
郎
の
こ
と
で
、
豪
商
だ
っ
た
。

夜
四
ッ
頃
・
・
・
午
後
十
時
頃

　

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
五
月
に
洪
水
が
あ
っ
た
。
七
月
十
五
日
か

ら
十
八
日
ま
で
大
変
寒
冷
で
、
作
物
の
成
長
が
遅
れ
、
実
り
が
悪
か
っ

た
。
矢
ヶ
崎
・
茅
野
か
ら
上
の
山
浦
筋
は
大
飢
饉
と
な
り
、
八
月
四
～

八
日
に
大
雨
が
降
り
、
大
洪
水
と
な
っ
た
。
八
月
七
日
に
は
大
風
が
吹

き
、
甲
斐
国
逸
見
筋
か
ら
八
ヶ
岳
山
麓
筋
、
松
本
、
伊
那
筋
ま
で
大
荒

れ
と
な
り
、
木
や
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。
作
物
に
も
影

響
が
あ
り
、
実
が
入
ら
な
か
っ
た
。

　

八
月
八
日
、
九
日
頃
か
ら
米
価
が
即
時
に
上
が
り
、
四
俵
が
十
六
両

二
分
ま
で
高
騰
し
た
。

　

高
島
城
下
は
言
う
ま
で
も
な
く
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
城
下
へ
は
、
藩

か
ら
米
三
百
俵
が
安
価
販
売
さ
れ
、
百
文
に
つ
き
二
合
八
勺
、
一
軒
に

つ
き
二
百
文
ず
つ
売
り
出
さ
れ
た
。

　

八
月
一
七
日
・
一
八
日
に
は
、
松
本
の
野
口
庄
三
郎
他
、
一
・
二
軒

が
焼
き
払
わ
れ
、
打
ち
壊
し
が
起
こ
り
、
大
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
た
。
首

謀
者
は
、
木
曽
の
者
だ
っ
た
。

　

諏
訪
で
も
、
松
本
の
騒
動
が
波
及
す
る
事
を
恐
れ
、
藩
か
ら
。
十
八

日
夜
十
時
頃
、
塩
尻
峠
に
軍
勢
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
の
騒
動
は
、
木
曽
騒
動
と
言
わ
れ
、
慶
応
二
年
八
月
十
七
日

か
ら
二
十
日
ま
で
、
木
曽
地
方
か
ら
松
本
平
南
部
一
帯
で
起
き
た
騒
動

で
あ
る
。
神
林
村
野
口
庄
三
郎
の
買
い
占
め
が
噂
さ
れ
、
蜂
起
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
、
騒
動
が
諏
訪
に
波
及
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
高

島
藩
が
、
領
地
の
境
に
軍
勢
を
派
遣
し
、
警
戒
に
当
た
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

九
、
将
軍
徳
川
家
茂
死
去
の
こ
と

伊
々
様
・
・
・
井
伊
直
憲　

彦
根
藩
第
十
六
代
藩
主

榊
原　

・
・
・
榊
原
政
敬　

越
後
高
田
藩
第
六
代
藩
主

松
本
様
・
・
・
松
平
光
則　

松
本
藩
第
九
代
藩
主

上
田
様
・
・
・
松
平
忠
礼　

上
田
藩
第
七
代
藩
主

高
遠
殿
・
・
・
内
藤
頼
直　

高
遠
藩
第
八
代
藩
主

御
家
様
・
・
・
諏
訪
忠
誠　

諏
訪
高
島
藩
第
九
代
藩
主　

因
幡
守

慶
応
二
年
六
月
に
、
将
軍
徳
川
家
茂
が
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
た

め
に
上
洛
し
た
。
彦
根
藩
と
榊
原
軍
が
入
京
し
、
日
本
国
中
大
騒
ぎ
だ

っ
た
。
し
か
し
、
将
軍
が
病
気
と
な
り
、
八
月
に
引
き
取
り
、
長
州
征

伐
は
延
期
と
な
っ
た
。
松
本
藩
・
上
田
藩
・
高
遠
藩
な
ど
の
大
名
・
旗

本
も
退
却
し
た
。
徳
川
家
茂
が
没
し
た
の
は
七
月
二
十
日
だ
っ
た
。

第
二
次
長
州
征
伐
時
は
、
諏
訪
高
島
藩
主
諏
訪
忠
誠
は
、
江
戸
城

内
桜
田
門
の
門
番
だ
っ
た
。

十
、
戊
辰
戦
争
の
こ
と　

将
軍
家
一
ッ
橋
慶
喜
・
・
・
徳
川
慶
喜　

江
戸
幕
府
第
十
五
代
将
軍

会
津
・
・
・
会
津
藩　

藩
主
は
松
平
容
保

桑
名
・
・
・
桑
名
藩　

藩
主
は
松
平
定
敬　

容
保
の
弟

高
松
・
・
・
高
松
藩　

藩
主
は
松
平
頼
聰　

徳
川
慶
喜
と
は
縁
戚
関
係

松
山
・
・
・
松
山
藩　

藩
主
は
松
平
勝
成　

徳
川
慶
喜
と
は
従
兄

薩
州
・
・
・
薩
摩
藩　

島
津
氏　

藩
主
は
島
津
茂
久
（
忠
義
）

長
州
・
・
・
長
州
藩　

毛
利
氏　

藩
主
は
毛
利
敬
親

藝
州
・
・
・
広
島
藩
（
藝
州
藩
・
安
芸
藩
）　

藩
主
は
浅
野
長
勲

土
州
・
・
・
土
佐
藩　

藩
主
は
山
内
豊
範　

実
権
は
山
内
豊
信
（
容
堂
）

が
握
っ
て
い
た
。

因
州
・
・
・
鳥
取
藩　

藩
主
は
池
田
慶
徳　

徳
川
慶
喜
の
兄

徳
川
慶
喜
が
、
京
都
二
条
城
に
い
た
が
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）

年
十
二
月
二
十
五
日
に
京
都
へ
上
洛
す
る
と
い
っ
て
会
津
藩
な
ど
が
起

こ
っ
た
。
御
用
務
大
名
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
江
戸
幕
府
軍
の
こ
と

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
幕
府
軍
は
、
会
津
、
桑
名
、
高
松
、
松
山

等
の
諸
藩
が
伏
見
へ
着
陣
し
た
。

官
軍
は
、
薩
摩
、
長
門
、
安
芸
、
土
佐
、
因
幡
の
諸
藩
で
あ
る
。

彦
根
を
通
過
す
る
か
し
な
い
か
の
口
論
か
ら
、
伏
見
鳥
羽
村
で
合
戦
が

始
ま
っ
た
。
一
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
、昼
夜
五
日
間
の
戦
闘
だ
っ
た
。

本
項
で
の
記
述
は
、
実
際
と
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
矢
島
庫
が
、

当
時
の
噂
な
ど
に
よ
っ
て
、
書
き
留
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

十
一
、
戊
辰
戦
争
後
の
江
戸
・
京
都
の
情
勢

蟻
春
川
宮
・
・
・
有
栖
川
熾
仁
親
王

大
将
冠
・
・
・
新
政
府
の
総
裁
の
こ
と
か
。

三
余
御
役
所
・
・
・「
三
余
」
は
「
参
与
」
の
こ
と
か
。
参
与
役
所
に

つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
参
与
は
新
政
府
に
設
置
さ
れ
た
官
職
な
の

で
、
新
政
府
の
こ
と
か
。
慶
応
四
年
「
歳
中
日
記
」（
守
矢
文
書　

目
録
九
三
〇
）
一
月
六
日
条
に
は
、
武
家
伝
奏
所
が
廃
止
さ
れ
、「
参

与
御
役
所
」
と
な
っ
た
と
あ
る
。
公
家
が
主
体
だ
が
、
尾
張
・
越
前
・

薩
摩
・
安
芸
・
土
佐
の
五
藩
の
藩
士
十
五
人
が
詰
め
て
い
た
と
い
う
。

　

徳
川
慶
喜
の
将
軍
職
に
つ
い
て
は
、
慶
応
三
年
十
一
月
に
天
皇
に
返

還
し
、
政
務
料
五
百
万
石
も
朝
廷
に
返
還
す
る
よ
う
に
、
朝
廷
か
ら
幕

府
に
命
じ
ら
れ
た
。

　

実
際
の
大
政
奉
還
は
十
月
十
四
日
、
王
政
復
古
の
大
号
令
は
十
二
月

九
日
で
あ
る
。

　

慶
応
三
年
に
江
戸
に
お
い
て
、「
天
そ
う
寺
そ
ふ
御
役
」
つ
い
て
は

全
く
不
明
で
あ
る
が
、
徳
川
慶
喜
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
を
免
職
と
な
っ
た

と
い
う
。
京
都
で
は
有
栖
川
宮
が
新
政
府
の
総
裁
と
な
っ
た
。
新
た
に

「
参
与
御
役
所
」
と
い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

参
与
御
役
所
に
は
、
長
州
・
薩
州
・
土
州
藩
主
が
二
人
ず
つ
出
張
し
、

政
務
を
執
り
行
う
と
い
う
事
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機
関
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
一
月
三
日
か
ら
の
戊
辰
戦
争
で
、
日
本
中
大
騒
ぎ
に
な
っ

た
。
京
都
で
は
、
長
州
・
薩
摩
・
因
幡
・
土
佐
・
近
江
・
安
芸
の
大
名

が
、
京
都
を
固
め
、
街
道
な
ど
も
一
人
も
大
津
か
ら
内
へ
は
通
れ
な
く

な
っ
た
。

十
二
、
諏
訪
忠
誠
の
去
就
の
こ
と
　

藤
井
長
右
衛
門
・
・
・
ど
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
人
物
か
不
明
だ
が
、

こ
こ
で
は
「
町
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に
い
る
神
長
官
な

ど
の
諏
訪
神
社
代
表
者
と
、
諏
訪
と
の
連
絡
役
だ
っ
た
よ
う
だ
。

十
一
の
「
三
余
御
役
所
」
の
事
を
報
せ
て
き
た
の
は
、
藤
井
長
右

衛
門
だ
っ
た
。
慶
応
四
年
「
歳
中
日
記
」
に
は
、
長
八
郎
事　

藤

井
長
右
衛
門
」
と
あ
る
の
で
、
長
右
衛
門
の
前
は
、
長
八
郎
を
名

乗
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

林
麓
平
・
・
・
賄
役　

林
魯
平
守
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

藤
森
氏
・
・
・
田
沢
村
神
主　

藤
森
伊
予
之
助
の
こ
と
か
。

　

京
都
参
与
御
役
所
が
高
島
藩
出
入
り
の
町
人　

藤
井
長
右
衛
門
に
諏

訪
忠
誠
が
、
官
軍
に
応
ず
る
か
と
い
う
意
思
の
確
認
を
命
じ
た
。
幸
い

な
事
に
、
京
都
に
藤
井
の
他
に
、
林
麓
平
と
藤
森
氏
が
お
り
、
す
ぐ
に
、

藤
井
が
有
栖
川
宮
に
命
じ
ら
れ
た
た
め
か
、
先
触
れ
を
出
し
て
、
早
馬

（
は
や
う
ち
）
で
、
林
氏
が
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
時
間
で
伝
え
て

き
た
。
諏
訪
城
下
ま
で
の
付
人
は
、
足
軽
一
人
、
小
十
人
一
人
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
参
与
役
所
か
ら
申
し
付
け
が
あ
り
、
諏
訪
大
宮
へ
新
札
を
献

上
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

十
三
、
諏
訪
の
情
勢
（
一
）

千
野
周
介
・
・
・「
修
弼
」
の
こ
と
か
。「
修
弼
」
で
あ
れ
ば
、
千
野
貞
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炳
の
こ
と
。
千
野
貞
炳
は
、
髙
島
藩
家
老
で
あ
る
。

　

一
月
二
十
七
日
に
、
偽
勅
使
高
松
殿
と
飯
田
で
遭
遇
し
、
二
月
二
日

に
引
き
返
し
て
い
る
。
四
日
に
再
度
上
京
。
七
月
十
八
日
に
帰
国
。

十
二
月
一
日
に
執
政
と
な
る
。

千
野
十
郎
兵
衛
・
・
・
方
義
。
慶
応
四
年
正
月
に
上
京
途
中
で
偽
勅

使
高
松
殿
と
飯
田
で
遭
遇
し
、
二
月
二
日
に
引
き
返
し
、
四
日
に

再
度
上
京
し
て
い
る
。
四
月
二
十
三
日
に
御
旗
奉
行
と
な
り
、
七

月
十
八
日
に
帰
国
。
八
月
二
十
八
日
に
は
御
側
用
人
兼
帯
御
相
伴
、

十
月
晦
日
、伊
那
県
へ
重
役
と
し
て
出
役
。
明
治
元
年
十
二
月
一
日
、

御
役
改
参
政
、
十
二
月
十
五
日
、
御
一
新
御
改
革
掛
。
明
治
二
年

正
月
郡
宰
掛
。
九
月
二
十
七
日
に
家
令
と
な
る
。（
藩
譜
私
集
）

木
曽
薮
原
・
・
・
木
曽
郡
木
祖
村
薮
原

高
部
峠
・
・
・
茅
野
市
宮
川
高
部
の
疱
瘡
神
塚
か
ら
高
遠
へ
至
る
峠
の

こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

駒
沢
新
田
・
・
・
岡
谷
市
川
岸
東
五
丁
目

千
野
新
左
衛
門
・
・
・
房
孝
。
慶
応
三
年
正
月
軍
事
調
掛
。
慶
応
四
年

三
月
二
日
、
官
軍
を
江
戸
ま
で
案
内
し
、
出
府
す
る
。
番
士
組
頭

指
令
士
。
四
月
二
十
一
日
に
相
楽
惣
三
偽
官
軍
事
件
に
関
係
し
て

御
役
御
免
と
な
る
。
十
一
月
二
十
六
日
に
御
取
次
御
使
番
、
十
二

月
十
五
日
長
善
館
頭
取
。
明
治
二
年
九
月
十
六
日
、
権
少
参
事
軍

務
方
局
長
。（
藩
譜
私
集
）

新
井
村
・
・
・
茅
野
市
宮
川
新
井

伊
奈
街
道
・
・
・
三
州
街
道
の
こ
と
。
国
道
一
五
三
号
線
に
ほ
ぼ
同
じ
。

諏
訪
神
社
内
部
で
評
議
し
た
が
、
上
京
す
る
も
の
が
一
人
も
な
く
、

二
月
二
十
三
日
に
九
頭
井
太
夫
矢
島
庫
が
上
社
本
宮
へ
呼
び
出
さ
れ
、

上
京
を
命
じ
ら
れ
た
。

二
十
八
日
に
出
発
予
定
だ
っ
た
が
、
江
戸
か
ら
林
氏
が
、
高
島
藩

の
去
就
に
つ
い
て
の
早
馬
で
問
い
合
わ
せ
て
き
た
。
家
老
の
千
野
周
介

と
千
野
十
郎
兵
衛
が
、
林
氏
と
三
頭
の
馬
で
京
へ
向
か
っ
た
。
ま
ず
、

林
氏
が
二
十
六
日
に
出
発
し
た
。
中
仙
道
を
行
く
が
、
木
曽
薮
原
宿
ま

で
到
着
し
た
。
続
け
て
二
十
七
日
早
朝
、
千
野
両
人
が
下
諏
訪
ま
で
行

っ
た
と
こ
ろ
、
林
氏
が
引
き
返
し
て
き
て
、
大
軍
が
来
る
と
い
う
情
報

を
得
て
、
高
島
城
へ
引
き
返
し
、
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

塩
尻
峠
か
ら
城
下
ま
で
、
支
障
な
く
進
軍
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

城
下
か
ら
高
部
峠
分
杭
ま
で
、
雪
を
割
り
掃
除
を
し
て
綺
麗
に
し
た
。

下
方
は
、
駒
沢
新
田
ま
で
、
諏
訪
へ
入
る
三
カ
所
の
口
に
出
迎
え
の
警

護
の
役
人
が
詰
め
た
。
高
部
峠
に
は
千
野
新
左
衛
門
が
足
軽
、
歩
兵
と

と
も
に
詰
め
た
。
新
井
村
役
人
が
弁
当
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
千

野
新
左
衛
門
は
、
二
月
二
十
七
日
ま
で
、
諏
訪
に
お
ら
ず
、
二
十
八
日

に
帰
国
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
記
事
が
真
実
な
ら
ば
、
帰
国
後
す
ぐ
に

高
部
峠
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

二
十
八
日
に
は
、
林
氏
、
千
野
十
郎
兵
衛
、
千
野
周
介
三
名
で
、

伊
那
街
道
で
京
へ
向
か
っ
た
。

　

中
仙
道
筋
に
一
万
あ
ま
り
の
軍
勢
が
進
軍
し
て
き
て
い
る
と
い
う
情

報
が
あ
っ
た
。

十
四
、
官
軍
の
情
勢
（
一
）

下
街
道
・
・
・
中
山
道
大
井
宿
（
恵
那
市
）
か
ら
名
古
屋
城
下
へ
入
る
、

中
山
道
の
脇
往
還
の
こ
と
か
。

岩
倉
侍
従
・
・
・
岩
倉
具
定
の
こ
と
か
。
岩
倉
具
定
で
あ
れ
ば
、
こ
の

と
き
、
東
山
道
総
督
。

こ
こ
で
の
記
述
は
、
東
山
道
軍
が
諏
訪
へ
進
軍
し
て
き
た
状
況
で

あ
る
。

下
街
道
は
軍
勢
四
万
人
程
。
大
将
は
岩
倉
侍
従
。
供
に
は
薩
摩
、

安
芸
、
因
幡
、
彦
根
、
土
佐
の
軍
勢
が
従
っ
た
。
こ
の
軍
は
、
二
十
八

日
朝
に
到
着
と
の
こ
と
。
先
鋒
百
四
、五
十
人
ば
か
り
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
追
々
飯
田
ま
で
来
る
と
言
う
が
、
ま
だ
本
隊
は
到
着
し
て
い
な
か

っ
た
。

官
軍
が
下
諏
訪
に
到
着
し
た
の
は
、
三
月
一
日
だ
っ
た
。

十
五
、
官
軍
の
情
勢
（
二
）

仁
和
寺
宮
・
・
・
小
松
宮
彰
仁
親
王
。
こ
の
時
は
、

柳
原
侍
従
・
・
・
柳
原
前
光
。
こ
の
時
は
東
海
道
鎮
撫
副
総　
　

督
。

歌
人
柳
原
燁
子
（
白
蓮
）
の
父
。
奥
羽
征
討
総
督
。

　

東
海
道
の
大
将
は
、
仁
和
寺
宮
、
有
栖
川
宮
、
柳
原
侍
従
で
あ
る
。

太
平
洋
上
、
伊
豆
沖
辺
り
に
は
、
軍
船
が
多
く
見
ら
れ
た
。

十
六
、
諏
訪
の
情
勢
（
二
）

参
籠
所
・
・
・
上
社
本
宮
に
あ
っ
た
施
設
。
神
職
た
ち
が
宿
直
な
ど
の

　

当
番
の
時
に
詰
め
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
何
か
起
こ
っ
た
と
き
に

　

は
、
集
合
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

下
宮
武
井
祝
・
・
・
今
井
信
古
、
武
井
祝
は
、
下
社
の
神
職
の
一
。

二
月
二
十
八
日
夜
、
高
島
城
下
牡
丹
屋
孫
次
方
に
二
人
の
者
が
宿

泊
し
て
い
た
が
、
長
州
藩
の
者
だ
と
い
う
こ
と
で
、
す
ぐ
に
町
役
人
、

町
内
を
案
内
し
、
見
分
を
さ
せ
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。

諏
訪
上
社
へ
も
、
藩
か
ら
要
請
が
あ
り
、
高
部
峠
か
ら
来
た
場
合
は
、

参
詣
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
と
、
宮
奉
行
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
た

だ
ち
に
参
籠
所
へ
詰
め
、
神
領
役
人
に
人
足
を
引
き
連
れ
る
よ
う
に
命

じ
た
。

二
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
両
日
に
、
諏
訪
神
社
に
お
い
て
炊
き

出
し
が
あ
っ
た
。
二
十
七
日
夜
に
は
、
下
社
参
籠
所
へ
九
頭
井
太
夫
が

人
足
一
人
を
連
れ
て
行
っ
た
。

も
し
、
官
軍
が
参
詣
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
る
の
か
と
聞
く
と
、
下
社
武
居
祝
が
申
す
に
は
、
も
し
、
参
詣
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
高
島
城
か
ら
の
申
し
付
け
の
と
お
り
、
送
迎
な
ど
は

鳥
居
ま
で
、
公
家
衆
は
奉
幣
な
く
、
出
迎
え
の
着
用
は
「
は
ひ
ろ
」
ま

た
は
一
重
狩
衣
、
風
折
烏
帽
子
、
指
貫
無
刀
、
足
は
素
足
、
中
抜
草
履
、

扇
子
は
持
参
し
な
い
。
下
座
は
土
間
で
、
札
や
お
守
り
も
渡
さ
ず
、
も

し
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
錦
の
御
札
・
お
守
り
を
差
し
上
げ
、
他
は
一
切

献
上
し
な
い
。
高
島
城
の
申
し
付
け
通
り
に
す
る
約
束
で
あ
る
。
神
前

に
は
、
新
薦
、
公
家
衆
が
神
拝
の
時
に
は
、
脇
に
下
座
す
る
と
の
回
答

だ
っ
た
。

十
七
、
諏
訪
の
情
勢
（
三
）

　

高
島
か
ら
遠
見
の
足
軽
、
長
人
、
徒
士
が
送
ら
れ
た
よ
う
だ
。
中
仙

道
下
街
道
は
、
櫛
の
歯
を
引
く
よ
う
に
、
官
軍
に
な
び
い
た
。
上
社

本
宮
で
も
、
遠
見
を
中
仙
道
に
一
手
、
飯
田
ま
で
一
手
を
派
遣
す
る
。

二
十
九
日
に
は
、
遠
見
も
帰
っ
て
こ
ず
、
情
報
が
な
い
の
で
、
矢
島
庫

は
朝
、
本
宮
へ
行
き
、
昼
後
に
は
帰
宅
し
た
。
用
事
が
あ
る
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
宮
奉
行
か
ら
連
絡
が
あ
る
と
の
約
束
だ
っ
た
。

十
八
、
神
長
官
等
上
京
に
つ
き
、
太
政
官
か
ら
の
達
の
こ
と

神
長
官
・
・
・
守
矢
實
顕

土
橋
東
馬
・
・
・
土
橋
實
盈　

上
社
大
祝
家
政
所

長
坂
掃
部
・
・
・
長
坂
光
穀　

副
祝
家

太
上
舘
・
・
・
太
政
官

白
川
殿
・
・
・
白
川
資
訓　

伯
家
（
白
川
）
神
道　

神
祇
伯

吉
田
殿
・
・
・
吉
田
良
義　

吉
田
神
道　

神
祇
管
領
長
上

慶
応
四
年
四
月
、
神
長
官　

守
矢
實
顕
、
大
祝
家
政
所　

土　

橋

東
馬
、
副
祝　

長
坂
掃
部
が
上
京
し
、
同
五
月
に
帰
国
し
た
。
京
都
の

太
政
官
に
お
い
て
命
ぜ
ら
れ
た
事
は
、
今
般
、
天
皇
の
思
し
召
し
で
は
、

神
孫
の
国
で
あ
る
の
で
、往
古
に
立
ち
帰
り
た
く
思
っ
て
い
る
と
の
事
。

太
政
官
よ
り
言
わ
れ
た
事
は
、
諏
訪
宮
所
の
神
社
分
は
、
残
ら
ず
神
葬

祭
と
し
、
ま
た
、
神
社
内
の
仏
教
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
取
り
払
う

よ
う
に
、
堅
く
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
年
二
月

中
に
、
諸
国
へ
白
川
殿
、
吉
田
殿
よ
り
触
れ
が
廻
っ
た
。

十
九
、
勅
使
冨
饒
夫
、
諏
訪
へ
到
着
の
こ
と

勅
使
冨
入
部
・
・
・
冨
饒
夫　

神
祇
局
観
察
使

夕
七
ッ
・
・
・
午
後
四
時
頃
か

明
治
元
年
六
月
十
五
日
、
名
古
屋
街
道
か
ら
勅
使　

冨
饒
夫
と
い

う
人
物
が
、
侍
三
人
、
草
履
取
一
人
を
召
し
連
れ
て
、
高
遠
峠
か
ら
到

着
し
た
。

峠
は
山
の
神
ま
で
、
小
社
人
と
裃
に
て
出
迎
え
た
。
宮
代
官
は
藤

沢
ま
で
出
向
い
て
い
っ
た
。
五
官
祝
は
峠
口
で
出
迎
え
た
。
大
祝
屋
敷

へ
午
後
四
時
頃
到
着
。
大
祝
屋
敷
へ
、
神
職
一
同
、
勅
使
か
ら
申
し
渡
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さ
れ
た
の
は
、
五
官
祝
に
申
し
渡
す
と
の
事
で
、
一
同
帰
宅
し
た
。

慶
応
四
年
「
歳
中
日
記
」
に
よ
る
と
、
六
月
十
四
日
に
鑑
察
使
の

先
触
れ
が
来
て
、
十
五
日
に
到
着
し
た
。
御
堂
垣
外
ま
で
金
井
僖
一
郎

以
下
三
名
が
出
迎
え
、
神
領
名
主
が
分
杭
ま
で
出
た
。
神
職
た
ち
は
疱

瘡
神
ま
で
出
迎
え
、
代
官
笠
原
平
右
衛
門
は
山
の
神
ま
で
出
た
。
本
史

料
の
宮
代
官
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
藤
沢
ま
で
出
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
史
料
に
は
五
官
祝
は
峠
口
ま
で
で
た
と
あ
る
の
で
、
疱
瘡
神

の
場
所
が
峠
口
だ
と
思
わ
れ
る
。

鑑
察
使
は
富
饒
夫
、
副
使
は
中
川
陸
奥
、
侍
前
島
鉄
之
丞
、
岩
田

式
部
の
四
人
だ
っ
た
と
「
歳
中
日
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
史

料
で
は
富
饒
夫
の
他
、
侍
三
人
、
草
履
取
一
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
十
、
勅
使
・
郡
奉
行
、
上
社
見
分
の
こ
と

九
ッ
半
頃
・
・
・
午
後
一
時
頃

　

六
月
十
七
日
に
勅
使
は
上
社
本
宮
へ
参
詣
し
、
所
々
改
め
る
よ
う
に

と
い
う
指
示
だ
っ
た
。
十
六
日
に
大
祝
屋
敷
か
ら
藩
へ
依
頼
し
、
郡
奉

行
が
見
分
し
、
神
職
一
同
、
本
宮
へ
詰
め
る
。
昼
頃
か
ら
夕
立
の
気
配

が
あ
り
、
午
後
一
時
頃
に
氷
が
降
っ
た
。

　
「
歳
中
日
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
日
に
鑑
察
使
が
堂
塔
破
却
に
つ
い

て
社
僧
へ
の
説
得
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
十
一
、
上
社
除
仏
の
こ
と
（
一
）

我
号
・
・
・
雅
楽
。「
が
こ
う
」
と
読
む
。
上
社
の
神
職
の
一
。

山
口
・
・
・
御
炊
職
、
宮
奉
行
代
官
の
山
口
兵
衛
の
こ
と
か
。

　

六
月
十
九
日
に
、
ま
た
、
宮
方
へ
触
れ
回
り
、
一
同
本
宮
へ
詰
め
る
。

勅
使
か
ら
指
示
が
あ
り
、
仏
教
的
な
施
設
が
取
り
払
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ふ
け
ん
堂
・
・
・
普
賢
堂
。
正
応
五
（
一
二
九
二
）
に
下
伊
那
の
豪
族

　

知
久
敦
幸
を
施
主
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
大
工
は
南
都
（
奈
良
）

東
大
寺
の
藤
原
肥
後
守
。

五
重
塔
・・・
延
慶
元
（
一
三
〇
八
）
に
知
久
氏
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
。

　

神
楽
役
、
雅
楽
は
、
御
内
陣
の
鉄
塔
を
取
り
除
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
の
宮
奉
行
は
擬
祝
伊
藤
氏
、
副
祝
長
坂
氏
、
宮
棟
梁
、
山
口
で

取
り
除
き
、
取
り
除
く
施
設
は
十
一
ヶ
所
だ
っ
た
。

取
り
除
く
施
設
は
、
鉄
塔
、
不
動
堂
、
薬
師
堂
、
護
摩
堂
、
両
二
王
門
、

釈
迦
堂
、
観
音
堂
、
鐘
堂
、
普
賢
堂
、
五
重
塔
で
あ
る
。

取
り
除
く
奉
行
に
は
、
郡
方
下
役
足
軽
二
人
、
神
宮
寺
村
名
主
方

に
い
る
勅
使
よ
り
侍
三
人
が
出
張
し
、
人
足
を
遣
わ
し
て
取
り
壊
さ
せ

よ
う
と
し
た
が
、
人
足
は
一
人
も
動
か
な
か
っ
た
。

二
十
二
、
上
社
除
仏
の
こ
と
（
二
）

伊
藤
主
善
・
・
・
伊
藤
主
膳
貞
章　

擬
祝　

当
時
は
上
宮
奉
行
も
勤
め

て
い
た
。

長
坂
主
計
・
・
・
頼
文　

副
祝　

当
時
は
上
宮
奉
行
も
勤
め
て
い
た
。

山
中
仲
次
・
・
・
高
嶋
郡
奉
行

高
山
四
郎
左
衛
門
・
・
・
高
嶋
郡
奉
行

安
国
寺
村
・
・
・
現
在
の
茅
野
市
宮
川
安
国
寺

田
部
村
・
・
・
現
在
の
諏
訪
市
湖
南
田
辺

真
茅
野
村
・
・
・
現
在
の
諏
訪
市
湖
北
・
南
真
志
野

有
加
村
・
・
・
現
在
諏
訪
市
豊
田
有
賀

上
原
村　

土
橋
弥
右
衛
門

　

六
月
二
十
日
に
神
領
人
足
に
申
し
付
け
た
が
、一
層
動
か
ず
。
下
役
、

足
軽
に
至
る
ま
で
、
帰
宅
し
て
し
ま
っ
た
。
六
月
二
十
一
日
に
郡
奉
行

が
来
て
、
人
足
を
使
い
た
い
と
言
っ
て
来
た
が
、
動
か
な
か
っ
た
。
表

人
足
に
は
安
国
寺
村
、
新
井
村
、
田
部
村
、
真
志
野
村
、
有
賀
村
の
都

合
六
百
人
で
あ
る
。勅
使
か
ら
今
日
中
に
取
り
払
う
よ
う
に
申
し
つ
け
、

勅
使
は
出
発
し
た
。
諏
訪
へ
行
き
、
郡
奉
行
は
勅
使
に
、
秋
以
降
に
延

期
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
。
取
り
払
い
の
日
に
、
人
足
や
神
宮
寺
村

の
者
共
は
、
神
社
の
神
職
に
対
し
て
、
悪
口
を
言
い
、
非
常
に
騒
が
し

か
っ
た
。

二
十
三
、
神
宮
寺
等
宮
寺
僧
侶
の
還
俗
と
除
仏

今
般
、
神
長
官
等
が
上
京
し
、
太
政
官
よ
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
、

社
僧
は
士（
侍
）身
分
に
し
て
、還
俗
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

六
月
十
四
（
九
？
）
日
に
諏
訪
へ
着
い
た
。
神
宮
寺
、
如
法
院
、
法
華

寺
、
蓮
池
院
が
還
俗
し
、
下
宮
で
は
、
神
宮
寺
、
三
清
（
精
）
寺
、
勧

正
寺
も
上
宮
と
同
様
で
あ
る
。

宮
方
の
仏
教
施
設
を
取
り
払
う
の
は
難
し
く
、
第
一
番
に
神
宮
寺

村
が
申
し
出
た
。
神
宮
寺
村
は
、
普
賢
堂
が
な
く
て
は
成
り
立
た
ず
、

暮
方
に
差
し
支
え
る
と
言
い
立
て
、
上
金
子
村
名
主
三
郎
右
衛
門
と
岩

右
衛
門
が
騒
ぎ
立
て
て
、
悪
口
を
申
し
触
れ
、
勅
使
は
偽
者
だ
と
言
い
、

宮
方
の
者
た
ち
を
打
ち
殺
せ
な
ど
と
申
し
立
て
た
。

そ
の
う
ち
、
三
郎
右
衛
門
が
、
十
八
ヶ
村
へ
触
れ
を
回
し
、
こ
れ

が
二
十
五
ヶ
村
に
な
り
、
藩
へ
願
い
出
た
。
除
仏
の
こ
と
は
、
秋
の
後

ま
で
延
期
と
な
っ
た
。

二
十
四
、
大
市
死
去
の
こ
と

大
市
・
・
・
上
社
八
乙
女
。

八
乙
女
・
・
・
上
社
神
職
の
一
。

千
ノ
式
部　

茅
野
式
部
の
こ
と
。
茅
野
光
豊
。
外
記
太
夫
、
上
社
神
楽

役
矢
崎
右
内
・
・
・
上
社
神
楽
役
。

増
沢
数
馬
・
・
・
清
孝
。
籬
（
真
柿
）
太
夫
。
上
社
神
楽
役
。
御
衣
社

の
神
主
。

矢
嶋
文
吾
・
・
・
上
社
神
楽
役
。

頼
岳
寺　

少
林
山
頼
岳
寺　

曹
洞
宗　

茅
野
市
ち
の
上
原

　

宮
方
で
神
葬
祭
に
つ
い
て
色
々
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
、
八
乙
女
の

大
市
が
死
去
し
た
。
村
方
の
見
舞
の
こ
と
に
つ
い
難
し
く
な
り
、
仲
間

一
同
が
三
日
間
会
合
を
開
き
、
よ
う
や
く
神
葬
祭
で
行
う
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
祭
主
は
茅
野
式
部
、
前
勤
は
矢
崎
右
内
、
同
増
沢
数
馬
。

　
「
歳
中
日
記
」
に
よ
る
と
、
大
市
が
死
去
し
た
の
は
、
六
月
十
日
。

二
十
五
、
横
内
村
矢
嶋
文
吾
婆
死
去
の
こ
と

横
内
村
・
・
・
現
在
の
茅
野
市
ち
の
横
内

四
ッ
半
・
・
・
午
前
十
一
時
頃

　

七
（
五
？
）
月
夕
に
、
横
内
村
矢
嶋
文
吾
婆
が
死
去
し
た
。
隣
家
の

人
た
ち
の
取
り
計
ら
い
で
、
死
亡
届
を
寺
へ
頼
み
に
行
き
、
明
日
九
日

午
前
十
一
時
頃
取
り
置
く
こ
と
を
決
め
て
来
た
。

　

矢
嶋
庫
の
元
へ
、
新
宅
悴
保
蔵
と
、
隣
家
の
万
五
郎
と
い
う
者
が
来

て
、
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
し
か
し
、
庫
は
、
寺
を
止
め
さ
せ
、

宮
奉
行
に
茅
野
式
部
を
派
遣
し
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
、
郡

奉
行
か
ら
こ
れ
と
い
っ
た
決
ま
り
は
な
く
、
定
め
か
ね
て
い
る
状
態
だ

っ
た
の
で
、
式
部
は
郡
奉
行
所
に
問
い
合
わ
せ
た
。

　

郡
奉
行
か
ら
は
、現
在
は
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ま
ず
は
仏
葬
祭
で
行
い
、
十
一
日
に
取
り
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
郡
奉

行
か
ら
は
、
そ
の
う
ち
決
ま
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
頼
岳

寺
を
頼
み
、
十
一
日
に
取
り
置
い
た
。

　

仲
間
一
同
、
文
吾
宅
で
二
日
間
寄
合
を
し
た
。

二
十
六
、
神
葬
祭
の
こ
と
（
一
）

矢
沢
・
・
・
不
明
。
大
祝
の
家
臣
か
。

小
町
屋
・
・
・
茅
野
市
宮
川
安
国
寺
小
町
屋

小
社
人
・
・
・
上
社
神
職
の
一
。

神
子
・
・
・
上
社
神
職
の
一
。

　

七
月
二
十
日
の
御
射
山
精
進
入
の
秡
に
参
っ
た
と
こ
ろ
、
宮
田
渡
屋

敷
の
役
所
に
お
い
て
、
土
橋
東
馬
殿
と
役
人
で
は
矢
沢
の
二
人
が
、
昨

日
、
小
町
屋
の
茅
野
式
部
方
へ
申
し
遣
わ
し
た
が
、
神
職
一
同
の
と
こ

ろ
で
は
、
神
葬
祭
は
ど
う
し
て
い
る
か
、
先
に
、
上
社
本
宮
で
伝
え
た

と
お
り
、
異
変
は
な
い
か
と
尋
ね
て
き
た
。
矢
嶋
庫
は
一
同
で
相
談
し

な
く
と
も
、
異
変
を
言
う
者
は
誰
も
い
な
い
が
、
願
い
出
た
と
お
り
、

早
く
方
針
を
決
め
て
欲
し
い
と
答
え
た
。
こ
の
願
い
と
し
て
、
名
簿
を

書
き
出
し
、
郡
奉
行
所
へ
提
出
し
た
。

　

二
十
一
日
に
は
、
神
葬
祭
に
つ
い
て
一
同
で
会
合
を
開
き
、
宮
方
一

同
は
神
葬
祭
名
簿
、
宮
田
渡
で
は
、
小
社
人
分
は
残
ら
ず
、
神
子
、
八

乙
女
ま
で
の
名
簿
を
書
き
出
し
た
。

神
葬
祭
が
取
下
げ
に
な
っ
た
場
合
は
、
各
々
、
寺
へ
も
「
御
社
頭
役

ニ
御
届
ヶ
被
下
度
と
」
申
し
、
宮
田
渡
で
も
承
引
し
、
こ
ち
ら
か
ら
寺

―66－



へ
届
け
出
る
約
束
と
な
っ
た
。

二
十
七
、
洪
水
の
こ
と

お
た
つ
渕
・
・
・
不
明
。
上
原
の
地
名
か
。
文
か
ら
留
之
丞
の
多
の
前

の
地
名
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

八
月
一
日
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
五
日
ま
で
降
り
続
き
、
大
変
な
出

水
と
な
っ
た
。
留
之
丞
田
前
が
切
り
口
に
な
っ
た
。

こ
の
洪
水
に
よ
り
、
米
価
が
高
騰
し
、
二
駄
が
十
二
・
三
両
と
な
っ
た
。

六
日
に
よ
う
や
く
天
気
に
な
り
、
よ
い
日
和
と
な
っ
た
。

二
十
八
、
諏
訪
忠
礼
、
京
か
ら
帰
国
の
こ
と

若
殿
・
・
・
諏
訪
忠
礼
。

大
田
渡
・
・
・
中
山
道
太
田
宿
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
太
田
本
宿
）。

太
田
渡
は
木
曽
川
の
渡
し
。

　

諏
訪
忠
礼
が
、
京
を
七
月
二
十
七
日
に
出
発
し
て
、
帰
国
し
た
。
八

月
六
日
に
下
諏
訪
宿
に
泊
ま
り
、
七
日
に
高
島
城
に
到
着
し
た
。
十
日

の
道
中
だ
っ
た
。

　

京
か
ら
の
道
中
、
大
田
渡
で
川
留
め
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

二
十
九
、
神
葬
祭
の
こ
と
（
二
）

伊
奈
兼
様
・
・
・
伊
那
県
知
事　

北
小
路
俊
昌

守
屋
玄
蕃
・
・
・
不
明
、
神
職
の
一
人
か
。

宮
嶋
浪
江
・
・
・
貞
頭
、
上
社
宝
剣
守

高
嶋
御
留
守
居
諏
訪
四
郎
左
衛
門
・
・
・

明
治
二
己

巳
（
一
八
六
九
）
年
一
月
二
十
日
に
、
大
宮
参
籠
所
で
申

し
渡
さ
れ
た
覚
。

伊
那
県
知
事
か
ら
、
守
屋
玄
蕃
、
大
祝
名
代
宮
嶋
浪
江
仰
せ
付
け

ら
れ
た
こ
と
は
、
西
で
も
、
右
の
通
り
仰
せ
出
さ
れ
た
。

西
京
で
、
矢
嶋
左
京
、
土
橋
主
税
、
髙
嶋
御
留
守
居
諏
訪
四
郎
左

衛
門
を
呼
び
出
し
、
神
葬
祭
と
宗
門
に
つ
い
て
、
仰
せ
渡
す
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

一
月
二
十
日
に
、
大
祝
、
五
官
、
両
奉
行
、
宮
奉
行
に
申
し
渡
し

た
の
は
、
社
家
は
残
ら
ず
神
葬
祭
に
、
神
葬
分
は
、
宗
門
一
札
を
止
め
、

神
領
の
百
姓
、
町
人
は
、
す
べ
て
宮
奉
行
が
立
ち
会
い
宗
門
改
を
行
い
、

伊
那
県
知
事
へ
差
し
出
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、「
家
社
」
の
分
に
つ
い
て
も
、
仏
葬
祭
に
し
た
い
者
は
、
百

姓
同
様
、
宗
門
を
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

三
十
、
御
頭
郷
廃
仏
に
抵
抗
の
こ
と

御
一
心
・
・
・
明
治
維
新
の
こ
と

小
坂
村
・
・
・
現
在
の
岡
谷
市
湊
小
坂

野
出
し
祭
り
・
・
・
野
出
神
事
の
こ
と
か
。

　

昨
年
の
夏
中
か
ら
、
廃
仏
に
対
し
て
、
諏
訪
郡
中
の
者
た
ち
が
、
宮

方
に
対
し
て
悪
く
申
し
立
て
、
頭
郷
十
五
ヶ
村
が
相
談
し
て
、
三
月
祭

の
御
頭
を
止
め
た
い
と
高
島
藩
へ
願
い
出
た
。

　

大
昔
の
通
り
、
百
両
で
、
す
べ
て
「
懸
は
な
し
」
に
し
た
い
と
願
い

出
た
と
こ
ろ
、
藩
で
も
御
一
心
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
取

り
上
げ
な
か
っ
た
。「
懸
は
な
し
」
の
意
味
が
不
明
だ
が
、
神
事
を
勤

め
る
代
わ
り
に
、
金
銭
で
代
納
す
る
と
い
う
こ
と
か
。「
太
古
之
通
り
」

と
あ
る
の
で
、
大
昔
は
金
銭
で
代
納
し
て
い
た
と
い
う
認
識
が
、
幕
末

の
人
々
に
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

頭
郷
が
難
渋
を
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
御
頭
は
、
本
郷
、
枝
村

役
人
が
直
会
の
酒
食
を
倹
約
す
る
よ
う
に
と
達
し
た
が
、
こ
の
年
の
年

番
御
頭
の
小
坂
村
は
、
二
十
八
日
の
野
出
祭
は
念
入
り
に
供
物
を
揃
え

た
。
御
頭
村
役
人
や
人
足
に
い
た
る
ま
で
、
腰
弁
当
で
詰
め
た
。
高
島

出
役
、
足
軽
一
人
、
上
原
村
土
橋
善
助
が
参
っ
た
。

明
治
二
年
「
参
籠
所
日
記
」（
守
矢
文
書
）
に
よ
る
と
、
宗
門
に
つ

い
て
言
い
渡
さ
れ
た
の
は
、
一
月
二
十
三
日
と
な
っ
て
い
る
。

三
十
一
、
信
州
一
ノ
宮
、
兵
士
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と

北
小
路
中
務
太
夫
様
・
・
・
伊
那
県
知
事　

北
小
路
俊
昌

伊
那
県
知
事　

北
小
路
中
務
太
夫
様
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
信
州

一
ノ
宮
は
、
朝
廷
か
ら
兵
士
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、「
一
小
儀
」
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、
一
月
二
十
五
日
に
大
宮
で
会
合
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ

た
か
、
延
期
に
な
っ
て
い
る
。「
一
小
儀
」
に
つ
い
て
は
、
不
明
だ
が
、

兵
士
を
朝
廷
か
ら
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、「
一

小
隊
」
と
い
う
こ
と
か
。

三
十
二
、
天
ノ
川
郷
士
、
太
政
官
襲
撃
の
こ
と

明
治
元
年
十
二
月
二
十
日
頃
、
西
京
太
政
官
へ
「
天
ノ
川
郷
士
」

が
七
百
人
ほ
ど
で
申
し
合
わ
せ
て
、
太
政
官
役
人
出
頭
を
殺
害
し
、
頭

を
打
ち
取
っ
た
と
い
う
。

そ
の
時
、
太
政
官
で
も
死
者
六
・
七
人
あ
り
、
切
り
込
み
に
入
っ
た

人
数
も
同
人
数
く
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
。
五
人
の
首
を
持
っ
て
言
っ
た

者
た
ち
は
、
行
方
不
明
と
の
こ
と
。

明
治
二
年
正
月
下
旬
、
天
ノ
川
郷
士
太
政
官
乱
入
の
人
相
書
の
触

れ
が
諸
国
へ
廻
っ
た
。
そ
の
後
、
天
ノ
川
郷
士
か
ら
太
政
官
へ
願
い
出

が
あ
り
、
申
し
合
わ
せ
の
人
数
を
書
き
、
押
し
入
っ
た
理
由
な
ど
を
言

上
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

郷
士
の
構
成
員
は
、
百
姓
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
、
藩
の
人
間

は
半
分
く
ら
い
で
、
後
は
因
幡
、
土
佐
、
長
門
、
尾
張
、
薩
摩
、
彦
根
、

駿
河
諸
藩
の
人
間
だ
っ
た
と
い
う
。

「
天
ノ
川
」
と
い
う
の
は
、
奈
良
県
の
天
川
村
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
天
川
郷
士
と
い
う
の
は
確
認
で
き
ず
、
も
し
か
し
た
ら
十
津
川

郷
士
の
こ
と
か
。
本
項
は
香
な
り
大
き
な
事
件
で
あ
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

三
十
三
、
宗
門
一
札
廃
止
の
こ
と

　

明
治
二
年
二
月
二
十
七
日
に
、
宮
田
渡
屋
敷
か
ら
触
れ
が
あ
り
、
神

葬
祭
の
者
だ
け
で
は
な
く
、
百
姓
に
い
た
る
ま
で
、
宗
門
一
札
は
廃
止

と
な
っ
た
と
伝
え
て
き
た
。

　

以
後
、
人
別
名
前
年
書
な
ど
を
一
枚
の
書
類
に
し
、
諏
訪
神
社
一
同
、

宮
田
渡
へ
差
し
出
し
、
ま
と
め
て
京
都
へ
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

九
頭
井
太
夫
を
は
じ
め
、
一
同
、
二
十
七
日
に
提
出
し
た
。

二
十
九
日
に
印
形
を
持
参
し
、
行
政
官
へ
提
出
し
た
。
こ
の
書
類
は
、

田
沢
村
神
主　

藤
森
伊
予
之
助
が
京
都
へ
送
る
た
め
に
、
二
十
九
日
・

三
十
日
に
出
発
し
た
。

三
十
四
、
国
学
問
所
開
設
の
こ
と

瀧
の
前
・
・
・
上
社
本
宮
御
手
洗
川
前

　

二
月
中
旬
頃
か
ら
、
諏
訪
上
社
に
も
、
国
学
門
所
が
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
瀧
の
前
の
御
茶
屋
で
始
ま
っ
た
。
先
生
は
、
東
京
在
住
の
人

物
だ
と
い
う
。
参
加
し
た
い
者
は
、
願
い
出
る
よ
う
に
と
言
う
こ
と
だ

っ
た
。

三
十
五
、
上
原
平
蔵
の
こ
と

田
安
亀
之
助
・
・
・
徳
川
家
達
。
徳
川
宗
家
第
十
六
代
。
初
代　

静
岡

藩
主
。

駿
河
国
府
中
・
・
・
現
在
の
静
岡
市
。
静
岡
藩
の
中
心
。

出
羽
庄
内
之
城
主
酒
井
左
馬
尉
殿
・
・
・
出
羽
庄
内
藩
第
十
一
代
藩
主

　

酒
井
忠
篤
の
こ
と
か
。
庄
内
酒
井
氏
は
左
衛
門
尉
を
代
々
称
し

て
い
た
。

駿
府
久
能
山
御
社
番
・
・
・
忠
厚
保
が
久
能
山
の
社
番
を
し
て
い
た
こ

と
は
不
明
。

　

矢
島
家
の
末
家
、
上
原
金
太
夫
貞
道
の
末
孫　

上
原
平
蔵
と
い
う
人

は
、
明
治
二
年
よ
り
十
年
ほ
ど
前
に
、
訪
ね
て
き
て
、
矢
島
家
を
本
家

だ
と
申
し
て
き
た
。
こ
の
後
、
矢
島
庫
が
甲
府
代
官
町
竹
屋
の
向
角
に

い
た
と
き
に
、訪
ね
て
き
て
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
時
も
色
々
話
し
て
、

今
度
系
図
を
拝
見
し
た
い
と
言
わ
れ
た
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
数
年
経
っ
て

し
ま
っ
た
。　

　

昨
年
、
明
治
元
年
に
、
官
軍
が
甲
府
城
を
受
け
取
っ
た
と
き
、
上
原

平
蔵
は
甲
府
を
出
発
し
、
江
戸
へ
参
り
、
田
安
亀
之
助
が
、
徳
川
の
名

跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
駿
河
国
府
中
へ
転
封
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、

上
原
は
供
を
願
い
出
て
、
明
治
二
年
に
は
駿
府
に
い
る
と
の
こ
と
で
、

手
紙
で
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
き
た
。

　

上
原
は
こ
の
時
、
四
人
扶
持
で
、
千
石
二
人
扶
持
で
割
り
当
て
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

出
羽
庄
内
城
主　

酒
井
左
典
尉
は
、
国
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
父
子
と

も
徳
川
亀
之
助
に
従
い
、
駿
府
久
能
山
の
社
番
と
な
っ
て
勤
め
て
い
る
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と
の
こ
と
。

三
十
六
、
矢
嶋
左
京
急
死
の
こ
と

矢
島
左
京
・
・
・
正
方
、
上
社
権
祝
。

守
屋
宮
内
・
・
・
神
長
官
守
矢
實
顕
か
。

天
子
・
・
・
明
治
天
皇

西
京
・
・
・
京
都

東
京
・
・
・
江
戸
が
東
京
に
改
称
し
た
の
は
慶
応
四
年
七
月
十
七
日
。

田
沢
村
稲
荷
神
主
藤
森
伊
豫
之
助
・
・
・
田
沢
村
は
、
現
在　

の
茅
野

市
宮
川
田
沢
。
稲
荷
は
田
沢
稲
荷
社
の
こ
と
で
あ
る
。

原
田
友
吉
・
・
・
不
明
。

　

宮
惣
代
と
し
て
明
治
元
年
九
月
に
上
京
し
た
土
橋
主
税
、
矢
嶋
左
京

は
、
上
京
し
た
ま
ま
で
、
明
治
二
年
三
月
上
旬
に
、
守
屋
（
矢
）
宮
内

が
上
京
し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
明
治
天
皇
が
東
京
へ
行
幸
し
、
三
月

二
十
八
日
に
東
京
へ
出
発
し
た
。

　

三
月
二
十
九
日
に
、
西
京
か
ら
諏
訪
上
社
に
飛
脚
が
来
た
。

こ
れ
は
、
田
沢
村
稲
荷
神
社
神
主　

藤
森
伊
予
之
助
と
宮
田
渡
役
人　

原
田
友
吉
が
来
て
伝
え
て
き
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
三
月
十
五
日
、
矢
嶋
左
京
殿
が
祇
園
社
の
祭
礼
が
あ

っ
た
の
で
、
参
詣
し
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
腹
痛
を
起
こ
し
、
十
六
日

に
死
去
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

死
骸
は
、
す
ぐ
に
神
葬
祭
に
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、
藤
森
、
原

田
は
す
ぐ
に
京
へ
引
き
返
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
元
年
「
西
京
日
記
」（
守
矢
文
書
）

に
詳
し
い
。

三
十
七
、
天
皇
東
京
到
着
の
こ
と

西
御
丸
・
・
・
江
戸
城
西
之
丸

奥
州
箱
竪
・
・
・
現
在
の
北
海
道
函
館
市
。
榎
本
武
揚
を
中
心
と
す
る

旧
幕
府
軍
が
、
函
館
五
稜
郭
を
占
領
し
、
こ
れ
を
新
政
府
軍
が
攻

撃
し
た
函
館
戦
争
の
こ
と
。
明
治
二
年
五
月
二
十
日
に
終
結
。

　

天
皇
が
東
京
に
到
着
し
、
西
の
丸
に
入
っ
た
た
め
、
諸
大
名
が
江
戸

へ
詰
め
た
。
供
の
人
数
は
、
大
名
、
公
家
方
二
百
頭
程
だ
っ
た
。
こ
こ

で
、
奥
州
函
館
に
籠
も
る
幕
府
遺
臣
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
諸
大
名
に
命

じ
、
出
陣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
十
八
、
矢
嶋
泰
助
内
方
や
く
死
去
し
、
神
葬
祭
の
こ
と

矢
嶋
泰
輔
・
・
・
上
社
両
奉
行
。

矢
嶋
主
水
・
・
・
信
房
（
～
明
治
十
五
年
十
二
月
四
日　

七
十
四
歳
没
）

九
頭
井
太
夫
、
上
社
神
楽
役

矢
嶋
泰
輔
殿
の
内
方
や
く
が
死
去
し
た
の
で
、
初
め
て
神
葬
祭
で

葬
儀
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
祭
主
は
手
前　
　
　

父
矢
嶋
主
水

が
依
頼
さ
れ
葬
祭
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
、「
手
前
」
の
父
が
「
矢
嶋
主
水
」

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
史
料
の
執
筆
者
は
矢
島
信
智
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
月
十
二
日
に
葬
儀
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
宮
方
は
す
べ

て
神
葬
祭
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
明
治
元
年
か
ら
始
ま
り
、
天
皇
直
轄
の
支
配
と
な
っ
た

た
め
、
日
本
中
も
同
じ
で
、
十
四
社
も
同
様
で
あ
る
。

三
十
九
、
諏
訪
忠
礼
、
東
京
へ
出
発
の
こ
と

諏
訪
忠
礼
が
三
月
七
日
に
東
京
へ
出
発
し
た
。
六
日
の
行
程
で
、

供
の
人
数
は
小
人
数
だ
っ
た
。

四
十
、
学
校
設
立
の
こ
と

　

明
治
元
年
四
月
に
、
学
校
教
育
の
触
が
全
国
へ
廻
っ
た
。
諏
訪
郡
内

も
総
て
に
御
触
が
廻
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
教
育
を
受
け
た
い
者
は
願
い
出
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
諏

訪
地
方
に
お
い
て
は
、
柳
口
に
学
校
を
建
設
し
、
八
歳
か
ら
は
国
学
を

学
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
藩
校
と
し
て
長
善
館
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
別

に
国
学
校
（
皇
学
校
）
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
柳
口
役
所
内
に
置

か
れ
、
本
項
の
記
述
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
長
善
館
は
漢
学

を
学
ぶ
の
に
対
し
、
国
学
校
は
国
学
を
学
ぶ
施
設
だ
っ
た
。

四
十
一
、
北
原
磯
右
衛
門
の
こ
と

千
葉
周
作
・
・
・
千
葉
周
作
は
北
辰
一
刀
流
の
創
始
者
で
あ
る
成
政
の

こ
と
で
あ
る
が
、
成
政
は
安
政
二
（
一
八
五
六
）
年
に
没
し
て
い

る
の
で
、
三
男
の
千
葉
道
三
郎
の
代
か
。

尾
州
・
・
・
尾
張
藩

越
後
・
・
・
戊
辰
戦
争
時
の
北
越
戦
争
の
こ
と
。
主
に
長
岡
藩
攻
め
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

奥
州
口
・
・
庄
内
・
秋
田
・
白
川
口
戦
争
の
こ
と
か
。

会
津
・
・
・
戊
辰
戦
争
時
の
会
津
戦
争
の
こ
と
。

上
原
村
追
分
の
彦
之
丞
悴
、
磯
右
衛
門
と
い
う
者
が
、
十
年
以
上

前
か
ら
、
武
芸
に
執
心
し
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
か
ら
江
戸
へ
出

て
、
千
葉
周
作
の
道
場
へ
入
り
、
剣
道
の
稽
古
に
励
ん
で
い
た
。
将
軍

家
が
大
政
奉
還
を
し
た
た
め
に
、
旗
本
が
浪
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

磯
右
衛
門
は
、
尾
張
藩
に
手
引
に
よ
り
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
天
皇
に
よ
る
日
本
鎮
撫
の
時
は
、
尾
張
藩
の
兵
士
と
な
り
、
越

後
、
江
戸
、
奥
州
口
、
会
津
を
転
戦
し
た
。

一
年
ほ
ど
で
帰
国
し
、
加
増
さ
れ
、
五
十
俵
金
五
拾
十
両
の
扶
持

が
与
え
ら
れ
た
。

明
治
二
年
三
月
上
旬
に
上
原
村
へ
戻
り
、
家
財
、
田
畑
、
家
屋
を

売
り
払
い
、
尾
張
へ
引
っ
越
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
、
尾
張
藩
の
添
書

を
も
っ
て
、
髙
嶋
藩
へ
暇
願
い
を
し
た
。

北
原
磯
右
衛
門
は
「
将
儀
隊
」
と
い
う
組
に
属
し
て
い
た
。

四
十
二
、
外
国
人
通
行
の
こ
と

蔦
木
・
・
・
富
士
見
町
落
合
蔦
木

明
治
二
年
五
月
二
十
二
日
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
諏
訪
地
方
を
通
行
し

た
。東
京
の
旗
本
衆
が
付
き
添
い
、い
ず
れ
も
馬
上
だ
っ
た
。唐
人
五
人
、

旗
本
衆
十
五
・
六
人
で
、
馬
別
当
が
一
人
ず
つ
、
賄
い
方
色
々
で
、
人

数
は
二
十
五
、六
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
の
人
数
で
上
諏
訪
に
泊
り
、
蔦

木
で
弁
当
を
と
り
、
通
行
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
守
矢

文
書
の
「
古
翠
舘
日
誌
」「
参
籠
所
日
記
」（
資
料
参
照
）
に
見
ら
れ
る

が
、
守
矢
文
書
に
は
、
ど
こ
の
国
の
人
々
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ほ

ぼ
同
じ
記
述
で
あ
る
が
、
守
矢
文
書
で
は
、
二
十
一
日
に
諏
訪
へ
到
着

し
、
高
島
（
上
諏
訪
宿
か
）
本
陣
で
一
泊
し
、
翌
二
十
二
日
に
出
発
し

て
い
る
。

『
下
諏
訪
町
誌　

下
巻
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
行
は
、
英
国
代
理
公

使
Ｆ
・
Ｏ
・
ア
ダ
ム
ス
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

〈
参
考
資
料
〉

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

明
治
二
己
巳
年
（
一
八
六
九
）
三
月　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
蔵

　

上
原
村　

年
寄　

與
左
衛
門　

他
五
名　

→　

御
宗
門　

御
役
所

（
端
裏
書
）

「
扣
」

乍
恐
以
口
上
書
奉
申
上
候

一
、
當
村
磯
右
衛
門
儀
、
去
ル
寅
年
七
月
賣
用
ニ
而
東
京
江

罷
出
候
所
、
翌
二
月
ニ
至
候
而
も
、
帰
村
不
仕
、
一
向
音
信
も

無
御
座
、
行
衛
不
相
知
候
ニ
付
、
其
段
御
内
意
申
上
置

候
處
、
此
度
、
帰
村
仕
候
故
、
相
尋
候
所
、
兼
々
武
藝

執
心
ニ
付
、
東
京
村
松
町
剱
術
師
笵
小
栗
徳
三
郎

内
弟
子
ニ
相
成
居
候
内
、
尾
州
様
ニ
而
御
人
御
用
ニ
候
間
、

参
り
候
様
、
奉
公
人
口
入
之
者
申
ニ
付
、
御
日
雇
ニ
参
候
所
、

昨
辰
七
月
、
越
後
御
出
兵
被
召
連
、
奥
州
會
津
領

迠
相
越
、
同
十
一
月
御
引
取
ニ
而
、
尾
張
迠
罷
越
候
處
、

軍
務
副
知
事
方
、
渡
邊
鐵
次
郎
様
御
組
下
ニ
召
出

被
下
置
候
間
、
何
卒
妻
子
同
道
仕
度
、
尤
跡
式
之

義
者
、
悴
増
蔵
残
置
相
續
為
仕
度
段
申
候
、
此
段
、

御
内
意
奉
伺
候
、
以
上
、

上
原
村

　
　
　

明
治
二
己

巳
年
三
月

年
寄　

與
左
衛
門
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同
断

平
右
衛
門

同
断伴

蔵

名
主清

七

同
断長

作

御
宗
門

　
　
　

御
役
所
様

《
参
考
文
献
》

・
古
文
書
・
古
記
録

（
守
矢
文
書
）

元
治
二
年
・
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）「
年
中
日
記
」（
整
理
番
号

九
四
二
）

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
六
月
「
宮
田
渡
一
条
之
留
」（
整
理
番
号

八
二
四
）

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）「
歳
中
日
記
」（
整
理
番
号
九
三
〇
）

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
十
一
月
「
西
京
日
誌
」（
整
理
番
号
八
八
九
）

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
五
月
「
古
翠
館
日
誌
」（
整
理
番
号
九
七
二
）

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
正
月
「
参
籠
所
日
誌
」（
整
理
番
号
九
七
三
）

・
刊
行
物

諏
訪
史
料
叢
書
刊
行
會　

一
九
三
五　
『
諏
訪
史
料
叢
書　

巻
二
十
二

　

藩
譜
私
集
』

諏
訪
史
料
叢
書
刊
行
會　

一
九
三
五　
『
諏
訪
史
料
叢
書　

巻
二
十
二

　

藩
譜
私
集
（
中
）』

諏
訪
史
料
叢
書
刊
行
會　

一
九
三
五　
『
諏
訪
史
料
叢
書　

巻
二
十
二

　

藩
譜
私
集
（
下
）』

諏
訪
敎
育
會　

一
九
三
七　
『
諏
訪
史
料
叢
書　

巻
廿
七
』

諏
訪
敎
育
會　

一
九
三
八　
『
諏
訪
史
料
叢
書　

巻
二
十
八
』

下
諏
訪
町
誌
編
纂
委
員
会　

一
九
六
九　
『
下
諏
訪
町
誌　

下
巻
』　

甲

陽
書
房

諏
訪
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九
七
六　
『
諏
訪
市
史　

下
巻　

近
現
代
』

　

諏
訪
市

長
野
県　

一
九
八
九　
『
長
野
県
史　

通
史
編　

第
六
巻　

近
世
三
』　

長
野
県
史
刊
行
会

茅
野
市　

一
九
八
七　
『
茅
野
市
史　

中
巻
』

諏
訪
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九
八
八　
『
諏
訪
市
史　

中
巻　

近
世
』　

諏
訪
市

諏
訪
古
文
書
の
会
・
諏
訪
近
世
史
備
要
編
修
委
員
会　

一
九
八
五　
『
諏

訪
近
世
史
備
要
』　

諏
訪
古
文
書
の
会
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